
CONTENTS

平成２９年度当初予算
雪対策基本条例を可決

主な内容

平成29年5月1日
第48号

DAISEN CITY COUNCIL NEWSDAISEN CITY COUNCIL NEWS

■第１回定例会概要、新議員紹介　　 　　　　  　２～３
■５人の議員が一般質問 　 　                     　　 ６～８
■特別委員会最終報告　　                     　　　　　　９
■委員会審査のあらまし 　　　     　                  10～11 
■先進地に学ぶ　ほか　                  　　　　　　　   12
■第２回中学生議会  　　　                   　　　　14～17
■市政懇談会開催、編集後記　ほか 　　　　  　　　　18

おおた８人制バレーボール愛好会の皆さん
　健康づくり・友愛・親睦を目的に、他業種の方々が
集まって結成されたグループです。



3

平成29年度一般会計・特別会計・企業会計予算（単位：千円）

46,221,000
10,592,476
846,937
661,401

1,039,075
28,755

1,736,537
801,102
24,789

1,333,683
86,988
121,184
13,817

1,014,152
2,841,061
2,015,766
69,378,723

会　計　名         予　算　額   前年度比 

一　般　会　計

特

　別

　会

　計

企
業
会
計

計

1.4％
1.1％

▲ 2.3％
▲ 18.9％

1.3％
▲ 6.7％
2.2％
1.2％
0.6％
1.7％
24.4％
0.04％
64.5％
1.7％

108.5％
 － ％

2.5％

    

国 民 健 康 保 険 事 業
後 期 高 齢 者 医 療
土 地 区 画 整 理 事 業
学 校 給 食 事 業
奨 学 資 金
公 共 下 水 道 事 業
特定環境保全公共下水道事業
特定地域生活排水処理事業
農 業 集 落 排 水 事 業
ス キ ー 場 事 業
太 陽 光 発 電 事 業
財 産 区（ ６ 地 区 ）
市 立 大 曲 病 院 事 業
上 水 道 事 業
簡易水道事業（※特別会計から移行）

　

　

化
さ
れ
た
延
長
は
１
２
９
・
１
㎞
で
、
耐

震
化
率
は
20
・
８
％
。
事
業
の
実
施
に
お

い
て
は
耐
震
管
を
布
設
し
て
お
り
、
平
成

４
年
度
か
ら
17
年
度
に
か
け
て
は
約
42
㎞

を
布
設
替
え
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
７

年
度
以
降
、
漏
水
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、

結
果
を
考
慮
し
、
計
画
的
な
管
路
更
新
に

努
め
、
耐
震
性
の
高
い
事
業
を
進
め
て
い

る
。

◇
一
般
会
計
　
学
校
生
活
支
援
事
業
費

【
質
問
】児
童
生
徒
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中

で
、
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
が
年
々
増

え
て
い
る
。
支
援
が
必
要
な
生
徒
に
目
が

行
き
届
く
人
員
配
置
や
教
員
、
支
援
員
の

増
員
が
必
要
と
考
え
る
が
。

【
教
育
指
導
部
長
】特
別
支
援
教
育
の
体
制

の
整
備
や
充
実
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ

が
、
必
要
に
応
じ
て
年
度
途
中
の
支
援
員

の
増
員
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
引
き
続

き
特
別
支
援
教
育
体
制
の
充
実
に
努
め
て

い
く
。
通
級
指
導
教
室
に
係
る
県
費
負
担

教
職
員
の
増
員
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

県
教
育
委
員
会
に
要
望
し
て
い
く
。

後
藤

　健 

議
員
（
大
地
・
公
明
の
会
）

◇
一
般
会
計
　
全
国
５
０
０
歳
野
球
大
会

関
係
費

【
質
問
】な
ぜ
全
国
大
会
の
主
会
場
が
少
年

野
球
発
祥
の
地
で
あ
る
神
岡
地
域
の
神
岡

球
場
で
は
な
く
、
大
仙
市
総
合
公
園
野
球

場
（
大
曲
球
場
）
な
の
か
。

【
生
涯
学
習
部
長
】昨
年
の
プ
レ
大
会
に
参

加
し
た
選
手
か
ら
は
、
大
曲
球
場
の
バ
ッ

ク
ス
ク
リ
ー
ン
電
光
掲
示
板
に
、
名
前
が

表
示
さ
れ
た
こ
と
に
感
動
し
た
と
の
感
想

が
多
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
参
加
選
手

の
感
動
と
満
足
度
を
優
先
的
に
考
え
た
。

神
岡
地
域
の
野
球
関
係
者
も
同
様
の
意
見

で
あ
っ
た
た
め
、
全
国
大
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
で
満
場
一
致
に
よ
り
、
大
曲
球
場

を
主
会
場
と
し
た
。

◇
一
般
会
計
　
大
曲
中
学
校
水
泳
プ
ー
ル

改
修
事
業

【
質
問
】改
築
さ
れ
る
プ
ー
ル
に
は
、
プ
ー

ル
の
水
を
飲
料
水
に
活
用
で
き
る
設
備
を

設
置
す
る
よ
う
だ
が
、
設
置
費
用
と
年
間

の
維
持
管
理
費
は
い
く
ら
か
。

【
教
育
指
導
部
長
】プ
ー
ル
改
修
に
当
た
っ

て
浄
水
型
プ
ー
ル
を
提
案
す
る
も
の
だ
が
、

浄
水
設
備
の
設
置
に
伴
う
経
費
の
増
加
分

と
し
て
１
１
８
１
万
円
ほ
ど
、
年
間
の
維

持
管
理
費
に
つ
い
て
は
、
一
般
型
プ
ー
ル

よ
り
５
千
円
ほ
ど
の
増
加
を
見
込
ん
で
い

る
。

【
反
対
討
論
】

藤
田
和
久 

議
員
（
日
本
共
産
党
）

 
 

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
地
方

に
厳
し
い
財
政
運
営
を
押
し
つ
け
る
国
の

地
方
財
政
計
画
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
、
定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
く
市
職
員

の
削
減
予
算
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
予
算

案
に
反
対
す
る
。

当初予算のここを聞く！ だいせん市議会だより　平29.5

▼
平
成
29
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
予
算

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

　平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
４
６
２
億
２
１
０

０
万
円
で
、
前
年
度
比
６
億
２
６
７
０
万

円
、
率
に
し
て
１
・
４
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。
広
域
消
防
本
部
や
か
わ
舟
の
里
角

間
川
の
改
築
事
業
な
ど
の
実
施
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ
予
算
増
と
な
っ
た
も
の
で

す
。　ま

た
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

な
ど
17
特
別
会
計
予
算
の
総
額
は
１
７
２

億
８
６
７
４
万
４
千
円
、
市
立
大
曲
病
院

事
業
会
計
な
ど
３
企
業
会
計
予
算
の
総
額

は
58
億
７
０
９
７
万
９
千
円
で
、
こ
れ
ら

を
合
わ
せ
た
大
仙
市
全
体
の
予
算
は
６
９

３
億
７
８
７
２
万
３
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

【
予
算
質
疑
】

秩
父
博
樹 

議
員
（
大
地
・
公
明
の
会
）

◇
上
水
道
事
業
会
計
　
配
水
施
設
拡
張
改

良
費

【
質
問
】昨
年
の
熊
本
地
震
で
、
管
路
の
耐

震
化
の
必
要
性
が
表
面
化
し
た
。
大
仙
市

の
現
在
の
耐
震
化
率
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

【
久
米
副
市
長
】上
水
道
事
業
の
全
水
道
管

延
長
２
９
６
・
６
㎞
に
対
し
て
、
耐
震
化

さ
れ
た
延
長
は
94
・
７
㎞
で
、
耐
震
化
率

は
31
・
９
％
。
簡
易
水
道
事
業
の
全
水
道

管
延
長
６
１
９
・
８
㎞
に
対
し
て
、
耐
震

当

　初

　予

　算

2

May.2017 DAISEN City Council News 第１回定例会の概要

本会議第2日目　一般質問

第１回定例会

※第1回定例会の録画映像は、大仙市ホームページの議会のページでご覧いただけます。
　〈市議会トップページ→議会中継（映像アーカイブ）→平成29年第1回定例会　本会議〉

　第1回定例会は、2月24日から3月17日まで

の22日間の会期で行われました。

　本会議1日目に、市長職務代理者、久米副

市長の市政報告が行われました。また、市

当局提出の専決処分報告1件を承認、単行案

4件、補正予算案1件を原案可決しました。

　本会議2日目に、2月27日付で栗林市長か

ら提出された退職申出に同意しました。

　本会議5日目に、市当局提出の条例案14

件、単行案9件、平成28年度補正予算案11

件、平成29年度当初予算案21件、同補正予

算案1件を原案可決したほか、陳情3件のう

ち2件を採択、1件を継続審査とし、意見書

案2件を原案可決しました。

　一般質問は、5人の議員が市政全般につい

て、予算質疑は、2人の議員が当初予算につ

いて、市当局に質問しました。

▼
大
仙
市
雪
対
策
基
本
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

　冬
期
間
で
も
安
全
・
安
心
に
生
活
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
民
、
自
治
会
等
、

事
業
者
及
び
市
の
役
割
や
責
務
を
明
確
に

し
、
協
働
で
雪
対
策
に
取
り
組
む
意
識
の

醸
成
を
図
る
た
め
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

▼
大
仙
市
お
お
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可

決
）　太

田
保
健
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
、
地
域

住
民
が
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
交
流
施

設
と
す
る
た
め
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
成
28
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
９
号
）
（
全
会
一
致
で
可
決
）

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
８

億
４
１
１
５
万
１
千
円
を
追
加
し
、
補
正

後
の
総
額
は
４
８
３
億
１
０
９
１
万
９
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　主
な
も
の
は
、
10
路
線
で
生
活
バ
ス
を

運
行
し
て
い
る
事
業
者
に
対
す
る
運
行
経

費
の
赤
字
補
填
分
の
補
助
金
３
３
０
２
万

円
、
国
の
事
業
に
採
択
さ
れ
、
協
和
小
種

地
区
に
肉
用
牛
の
繁
殖
施
設
を
整
備
す
る

農
事
組
合
法
人
に
対
す
る
補
助
金
１
億
９

３
２
０
万
２
千
円
、
高
梨
小
学
校
の
ト
イ

レ
改
修
費
６
２
８
３
万
７
千
円
、
大
曲
南

中
学
校
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修
費
３
２
３

４
万
８
千
円
な
ど
で
す
。

新
し
く
市
議
会
議
員
に

な
ら
れ
た
２
人
を
紹
介髙橋  徳久

たかはし   のりひさみうら   つねお

三浦  常男

　４
月
９
日
の
市
議
会
議
員
補
欠

選
挙
に
お
い
て
、
次
の
方
々
が
当

選
さ
れ
ま
し
た
。

【
住

　所
】
大
曲
上
大
町
12-

20

【
Ｔ
Ｅ
Ｌ
】
62-

２
０
１
６

【
会

　派
】
だ
い
せ
ん
の
会

【
委
員
会
】
企
画
産
業
常
任
委
員
会

【
住

　所
】
花
館
字
下
中
野
29

【
Ｔ
Ｅ
Ｌ
】
62-

４
６
８
４

【
会

　派
】
市
民
ク
ラ
ブ

【
委
員
会
】
建
設
水
道
常
任
委
員
会

補
　
正
　
予
　
算

条
　
例
　
案
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大
曲
中
学
校
水
泳
プ
ー
ル

改
修
事
業

【
質
問
】改
築
さ
れ
る
プ
ー
ル
に
は
、
プ
ー

ル
の
水
を
飲
料
水
に
活
用
で
き
る
設
備
を

設
置
す
る
よ
う
だ
が
、
設
置
費
用
と
年
間

の
維
持
管
理
費
は
い
く
ら
か
。

【
教
育
指
導
部
長
】プ
ー
ル
改
修
に
当
た
っ

て
浄
水
型
プ
ー
ル
を
提
案
す
る
も
の
だ
が
、

浄
水
設
備
の
設
置
に
伴
う
経
費
の
増
加
分

と
し
て
１
１
８
１
万
円
ほ
ど
、
年
間
の
維

持
管
理
費
に
つ
い
て
は
、
一
般
型
プ
ー
ル

よ
り
５
千
円
ほ
ど
の
増
加
を
見
込
ん
で
い

る
。

【
反
対
討
論
】

藤
田
和
久 

議
員
（
日
本
共
産
党
）

 
 

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
地
方

に
厳
し
い
財
政
運
営
を
押
し
つ
け
る
国
の

地
方
財
政
計
画
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
、
定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
く
市
職
員

の
削
減
予
算
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
予
算

案
に
反
対
す
る
。

当初予算のここを聞く！ だいせん市議会だより　平29.5

▼
平
成
29
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
予
算

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

　平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
４
６
２
億
２
１
０

０
万
円
で
、
前
年
度
比
６
億
２
６
７
０
万

円
、
率
に
し
て
１
・
４
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。
広
域
消
防
本
部
や
か
わ
舟
の
里
角

間
川
の
改
築
事
業
な
ど
の
実
施
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ
予
算
増
と
な
っ
た
も
の
で

す
。　ま

た
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

な
ど
17
特
別
会
計
予
算
の
総
額
は
１
７
２

億
８
６
７
４
万
４
千
円
、
市
立
大
曲
病
院

事
業
会
計
な
ど
３
企
業
会
計
予
算
の
総
額

は
58
億
７
０
９
７
万
９
千
円
で
、
こ
れ
ら

を
合
わ
せ
た
大
仙
市
全
体
の
予
算
は
６
９

３
億
７
８
７
２
万
３
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

【
予
算
質
疑
】

秩
父
博
樹 

議
員
（
大
地
・
公
明
の
会
）

◇
上
水
道
事
業
会
計
　
配
水
施
設
拡
張
改

良
費

【
質
問
】昨
年
の
熊
本
地
震
で
、
管
路
の
耐

震
化
の
必
要
性
が
表
面
化
し
た
。
大
仙
市

の
現
在
の
耐
震
化
率
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

【
久
米
副
市
長
】上
水
道
事
業
の
全
水
道
管

延
長
２
９
６
・
６
㎞
に
対
し
て
、
耐
震
化

さ
れ
た
延
長
は
94
・
７
㎞
で
、
耐
震
化
率

は
31
・
９
％
。
簡
易
水
道
事
業
の
全
水
道

管
延
長
６
１
９
・
８
㎞
に
対
し
て
、
耐
震

当

　初

　予

　算
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議決結果・賛否一覧 だいせん市議会だより　平29.5

第１回定例会賛否一覧 ※議案等について、賛成、反対の双方があった場合のみ、表示しています。

会派・議員名

議案等名

議案賛成者は○とし、反対者は●とします。議長は採決に加わらないため、斜線としています。

議決結果

大地・公明の会 新政会 だいせんの会 市民
クラブ共産党

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○議案第37号
平成29年度大仙市一般会計予算 原案可決

議案第37号 平成２９年度大仙市一般会計予算

議案第38号 平成２９年度大仙市国民健康保険事業特別会計予算 

議案第39号 平成２９年度大仙市後期高齢者医療特別会計予算

議案第40号 平成２９年度大仙市土地区画整理事業特別会計予算

議案第41号 平成２９年度大仙市学校給食事業特別会計予算

議案第42号 平成２９年度大仙市奨学資金特別会計予算

議案第43号 平成２９年度大仙市公共下水道事業特別会計予算

議案第44号 平成２９年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計予算

議案第45号 平成２９年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計予算

議案第46号 平成２９年度大仙市農業集落排水事業特別会計予算

議案第47号 平成２９年度大仙市スキー場事業特別会計予算

議案第48号 平成２９年度大仙市太陽光発電事業特別会計予算

議案第49号 平成２９年度大仙市内小友財産区特別会計予算

議案第50号 平成２９年度大仙市大川西根財産区特別会計予算

議案第51号 平成２９年度大仙市荒川財産区特別会計予算 

議案第52号 平成２９年度大仙市峰吉川財産区特別会計予算

議案第53号 平成２９年度大仙市船岡財産区特別会計予算 

議案第54号 平成２９年度大仙市淀川財産区特別会計予算 

議案第55号 平成２９年度市立大曲病院事業会計予算

議案第56号 平成２９年度大仙市上水道事業会計予算

議案第57号 平成２９年度大仙市簡易水道事業会計予算

議案第58号 暁橋橋梁補修工事請負契約の締結について

議案第59号 財産の取得について［除雪ドーザ(11t級)　２台］

議案第60号 平成２８年度大仙市一般会計補正予算（第１０号）

議案第61号 平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第１号） 

陳情第56号 

陳情第57号 共謀罪（テロ等組織犯罪準備罪）法案の国会提出に反対する陳情

陳情第58号 次期介護保険制度改正における福祉用具、住宅改修の見直しに関する陳情

  

平成２９年第１回定例会　議決結果

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

採　　　　択

継続審査

採　　　　択

原案可決

原案可決

番　　号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 議決結果

地域別最低賃金の引きあげと全国一律最賃制の実現、中小企業支援の拡充を求める陳情

意見書案36号   地域別最低賃金の引き上げと全国一律最賃制の実現、中小企業支援の拡充を求める意見書

意見書案37号   次期介護保険制度改正における福祉用具、住宅改修の見直しに関する意見書 
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間
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金
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鎌
田
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May.2017 DAISEN City Council News 第１回定例会議決結果

報告第1号 専決処分報告について（平成２８年度大仙市一般会計補正予算（第７号）) 　　　　承　　　　認

議案第1号 財産の取得について［除雪グレーダ(4.0m級)　３台］

議案第2号 財産の取得について［ロータリ除雪車(2.2m級)　１台］

議案第3号 財産の取得について［除雪ドーザ(14t級)　１台］

議案第4号 財産の取得について［除雪トラック(7t級)　１台］ 

議案第5号 平成２８年度大仙市一般会計補正予算（第８号） ついて

議案第6号 大仙市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第7号 大仙市税条例等の一部を改正する条例の制定について

議案第8号 大仙市地域自治区の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第9号 大仙市ふるさと応援基金条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第10号 大仙市家畜導入事業資金貸付基金条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第11号 大仙市立太田生活改善センター条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第12号 大仙市仙北健康広場条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第13号 大仙市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第14号 

議案第15号 大仙市南外特用林産研修施設設置条例を廃止する条例の制定について 

議案第16号 大仙市簡易水道事業基金条例を廃止する条例の制定について 

議案第17号 大仙市アーカイブズ条例の制定について 

議案第18号 大仙市雪対策基本条例の制定について

議案第19号 大仙市おおたコミュニティプラザ条例の制定について 

議案第20号 町の区域の変更について 

議案第21号 市道の路線の認定及び廃止について 

議案第22号 平成２９年度大仙市公共下水道事業特別会計への繰入れについて

議案第23号 平成２９年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計への繰入れについて

議案第24号 平成２９年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計への繰入れについて

議案第25号 平成２９年度大仙市農業集落排水事業特別会計への繰入れについて

議案第26号 平成２９年度大仙市スキー場事業特別会計への繰入れについて 

議案第27号 平成２８年度大仙市一般会計補正予算（第９号）

議案第28号 平成２８年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

議案第29号 平成２８年度大仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

議案第30号 平成２８年度大仙市土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号） 

議案第31号 平成２８年度大仙市奨学資金特別会計補正予算（第１号） 

議案第32号 平成２８年度大仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 

議案第33号 平成２８年度大仙市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

議案第34号 平成２８年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

議案第35号 平成２８年度大仙市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

議案第36号 平成２８年度大仙市上水道事業会計補正予算（第２号）

平成２９年第１回定例会　議決結果
番　　号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 議決結果

大仙市低炭素建築物新築等計画認定等手数料条例の一部を改正する条例の
制定について

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
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議決結果・賛否一覧 だいせん市議会だより　平29.5

第１回定例会賛否一覧 ※議案等について、賛成、反対の双方があった場合のみ、表示しています。

会派・議員名

議案等名

議案賛成者は○とし、反対者は●とします。議長は採決に加わらないため、斜線としています。

議決結果

大地・公明の会 新政会 だいせんの会 市民
クラブ共産党

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○議案第37号
平成29年度大仙市一般会計予算 原案可決

議案第37号 平成２９年度大仙市一般会計予算

議案第38号 平成２９年度大仙市国民健康保険事業特別会計予算 

議案第39号 平成２９年度大仙市後期高齢者医療特別会計予算

議案第40号 平成２９年度大仙市土地区画整理事業特別会計予算

議案第41号 平成２９年度大仙市学校給食事業特別会計予算

議案第42号 平成２９年度大仙市奨学資金特別会計予算

議案第43号 平成２９年度大仙市公共下水道事業特別会計予算

議案第44号 平成２９年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計予算

議案第45号 平成２９年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計予算

議案第46号 平成２９年度大仙市農業集落排水事業特別会計予算

議案第47号 平成２９年度大仙市スキー場事業特別会計予算

議案第48号 平成２９年度大仙市太陽光発電事業特別会計予算

議案第49号 平成２９年度大仙市内小友財産区特別会計予算

議案第50号 平成２９年度大仙市大川西根財産区特別会計予算

議案第51号 平成２９年度大仙市荒川財産区特別会計予算 

議案第52号 平成２９年度大仙市峰吉川財産区特別会計予算

議案第53号 平成２９年度大仙市船岡財産区特別会計予算 

議案第54号 平成２９年度大仙市淀川財産区特別会計予算 

議案第55号 平成２９年度市立大曲病院事業会計予算

議案第56号 平成２９年度大仙市上水道事業会計予算

議案第57号 平成２９年度大仙市簡易水道事業会計予算

議案第58号 暁橋橋梁補修工事請負契約の締結について

議案第59号 財産の取得について［除雪ドーザ(11t級)　２台］

議案第60号 平成２８年度大仙市一般会計補正予算（第１０号）

議案第61号 平成２９年度大仙市一般会計補正予算（第１号） 

陳情第56号 

陳情第57号 共謀罪（テロ等組織犯罪準備罪）法案の国会提出に反対する陳情

陳情第58号 次期介護保険制度改正における福祉用具、住宅改修の見直しに関する陳情

  

平成２９年第１回定例会　議決結果

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

採　　　　択

継続審査

採　　　　択

原案可決

原案可決

番　　号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 議決結果

地域別最低賃金の引きあげと全国一律最賃制の実現、中小企業支援の拡充を求める陳情

意見書案36号   地域別最低賃金の引き上げと全国一律最賃制の実現、中小企業支援の拡充を求める意見書

意見書案37号   次期介護保険制度改正における福祉用具、住宅改修の見直しに関する意見書 
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ここがききたい！一般質問

佐藤 芳雄 　議員
だいせんの会

茂木　 隆　 　議員
新政会

7

だいせん市議会だより　平29.5

藤田 和久 　議員
日本共産党

秩父 博樹　 　議員
大地・公明の会

May.2017 DAISEN City Council Newsここがききたい！一般質問

Ｑ 

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　 

導
入
で
き
な
い
か

Ａ 

ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
が
多
く
、

                          

導
入
は
難
し
い

Ｑ 

市
内
小
中
学
校
の

　
　
　
　
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
を

Ａ 

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
の

　
　
　
　
　
　 

整
備
充
実
に
努
め
る

大　曲
12-34

　

質
問 

全
国
各
地
で
、
新
た
な
地
域
名

を
表
示
す
る
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
通

称
「
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
」
が
導
入
さ
れ

て
い
る
が
、
世
界
に
名
の
知
れ
る
〝
大

曲
の
花
火
〞
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
力
を
活

か
し
、
『
大
曲
』
と
い
う
ご
当
地
ナ
ン

バ
ー
の
新
規
導
入
を
目
指
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

　

久
米
副
市
長

　当
地
ナ
ン
バ
ー
の
導

入
基
準
に
つ
い
て
は
、
各
種
行
政
事
務

や
自
動
車
登
録
業
者
、
自
動
車
使
用
者

等
に
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
に
国
土
交

通
省
が
要
綱
を
定
め
て
お
り
、
対
象
地

域
や
名
称
の
基
準
は
、
地
域
特
性
や
経

済
圏
等
に
関
し
て
他
の
地
域
と
区
分
さ

れ
た
一
定
の
ま
と
ま
り
が
あ
る
地
域
で

あ
る
こ
と
、
当
該
地
域
で
登
録
さ
れ
て

い
る
自
動
車
の
数
が
10
万
台
を
超
え
て

い
る
こ
と
、
行
政
区
画
や
旧
国
名
な
ど

の
地
理
的
総
称
で
あ
り
、
当
該
地
域
名

が
全
国
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
と
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
導
入
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

当
該
地
域
を
構
成
す
る
全
て
の
地
方
公

共
団
体
の
合
意
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の

実
施
に
よ
る
当
該
地
域
の
住
民
や
自
動

車
ユ
ー
ザ
ー
、
関
係
団
体
の
意
向
確
認

の
ほ
か
、
議
会
の
支
持
を
得
た
上
で
当

該
都
道
府
県
を
経
由
し
て
、
地
方
運
輸

局
に
要
望
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　大
仙
市
に
登
録
さ
れ
て
い
る
四
輪
自

動
車
の
台
数
は
、
平
成
28
年
４
月
１
日

現
在
６
万
９
５
４
５
台
で
、
仙
北
市
、

美
郷
町
に
登
録
さ
れ
て
い
る
台
数
と
合

わ
せ
た
２
市
１
町
の
合
計
は
10
万
８
８

１
９
台
と
な
っ
て
い
る
が
、
市
民
並
び

に
近
隣
自
治
体
の
同
意
、
さ
ら
に
は
、

県
内
の
バ
ラ
ン
ス
等
要
綱
の
基
準
へ
の

適
合
性
に
県
の
判
断
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー

導
入
は
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
が
多
く
、

難
し
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　質
問

　学
力
全
国
ト
ッ
プ
級
の
本
市

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
を
早
期
に

整
備
し
、
全
国
に
誇
れ
る
教
育
都
市
を

目
指
す
べ
き
で
は
。

　教
育
長

　タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン

は
、
カ
メ
ラ
機
能
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

活
用
に
よ
る
多
用
な
情
報
収
集
が
可
能

で
、
学
校
教
育
へ
の
有
用
性
も
大
い
に

期
待
で
き
る
。
有
効
活
用
に
係
る
モ
デ

ル
校
を
設
置
し
、
平
成
32
年
度
当
初
ま

で
に
、
全
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン

に
入
れ
替
え
る
整
備
を
進
め
る
。

　移
住
定
住
の
促
進
を

　質
問

　少
子
化
・
人
口
減
少
対
策
と

し
て
の
移
住
定
住
の
促
進
に
つ
い
て
、

よ
り
実
効
性
の
あ
る
対
策
を
講
じ
る
べ

き
で
は
。

　久
米
副
市
長

　お
試
し
移
住
体
験
事

業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
移
住
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
作
成
し
発
信
す
る

こ
と
で
、
市
外
・
県
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し

「
大
仙
フ
ァ
ン
」
を
創
出
し
て
い
く
。

ま
た
、
移
住
者
が
空
き
家
を
活
用
し
た

際
の
補
助
制
度
の
充
実
を
図
り
、
県
外

か
ら
市
内
企
業
へ
の
就
職
希
望
者
に
対

す
る
Ａ
タ
ー
ン
就
職
支
援
事
業
を
実
施

す
る
。

　質
問

　移
住
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
を
１
カ
所
で
で
き
る
「
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
」
が
必
要
と
考
え
る
が
、

当
局
の
見
解
は
。

　久
米
副
市
長

　引
き
続
き
、
ま
ち
づ

く
り
課
だ
い
せ
ん
ラ
イ
フ
促
進
班
を
総

合
窓
口
と
し
、
相
談
し
や
す
い
環
境
を

整
え
、
各
種
事
業
を
進
め
て
い
く
。

　女
性
管
理
職
の
登
用
を

　質
問

　女
性
が
社
会
の
中
で
活
躍
す

る
こ
と
の
重
要
性
は
年
々
高
ま
っ
て
お

り
、
本
市
に
お
い
て
も
環
境
整
備
に
努

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　久
米
副
市
長

　女
性
職
員
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
研
修
を
継
続
し
、
よ
り
積
極

的
な
女
性
管
理
職
の
登
用
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

※

こ
の
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
、

い
じ
め
・
不
登
校
児
童
生
徒
の
実
体
と

対
応
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

質
問　

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
実

現
で
き
な
い
も
の
な
の
か
。

　

教
育
長　

学
校
給
食
費
の
無
償
化
ま

た
は
一
部
補
助
に
つ
い
て
は
、
学
校
給

食
法
に
よ
り
施
設
や
設
備
に
要
す
る
経

費
や
運
営
経
費
は
設
置
者
が
負
担
し
、

そ
れ
以
外
は
保
護
者
負
担
と
明
記
さ
れ

て
い
る
の
で
、
給
食
費
と
し
て
食
材
費

分
を
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
整
備
を

進
め
る
こ
と
は
、
少
子
化
対
策
の
一
環

と
し
て
も
重
要
と
認
識
し
て
お
り
、
総

合
的
に
判
断
し
て
こ
れ
ま
で
と
同
様
の

対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

　

所
得
補
償
制
度

  

（
米
の
直
接
支
払
交
付
金
）
の
復
活
を

　
質
問
　
平
成
30
年
産
か
ら
米
の
直
接

支
払
交
付
金
が
廃
止
さ
れ
る
。
こ
の
制

度
の
復
活
を
目
指
し
て
、
他
の
自
治
体

や
県
な
ど
と
一
体
と
な
り
政
府
に
要
望

で
き
な
い
か
。

　
久
米
副
市
長
　
政
府
は
平
成
25
年
12

月
に
農
政
改
革
を
発
表
し
、
28
年
度
に

市
全
体
で
お
よ
そ
６
億
８
千
万
円
交
付

さ
れ
て
い
る
米
の
直
接
支
払
交
付
金
を
、

平
成
29
年
度
限
り
で
終
了
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　議
員
ご
提
案
の
米
の
直
接
支
払
交
付

金
の
復
活
は
、
米
価
が
低
迷
す
る
中
、

稲
作
農
家
の
確
実
な
収
入
源
と
し
て
定

着
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
国
が

廃
止
を
決
定
し
て
か
ら
３
年
以
上
経
過

し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
や
集
荷
団
体
、
市
長

会
な
ど
に
お
い
て
も
、
復
活
に
向
け
た

国
へ
の
要
望
の
動
き
は
な
く
、
米
の
直

接
支
払
交
付
金
の
復
活
を
要
望
す
る
こ

と
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
質
問
　
災
害
発
生
時
の
避
難
所
運
営

の
流
れ
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

と
り
わ
け
、
初
動
期
の
避
難
所
で
は
、

地
元
住
民
の
避
難
者
が
大
半
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
初
期
避
難
者
の
中
か
ら
代
表

者
を
選
び
、
避
難
所
の
運
営
組
織
を
作

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

　
久
米
副
市
長
　
避
難
所
運
営
の
流
れ

に
つ
い
て
は
、
「
避
難
所
開
設
・
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
て
お
り
、
発

生
か
ら
３
日
目
ま
で
の
「
初
動
対
応
編
」

と
、
３
日
を
超
え
る
避
難
生
活
が
見
込

ま
れ
る
場
合
の
「
応
急
復
旧
編
」
の
構

成
に
な
っ
て
い
る
。
初
動
対
応
編
で
は
、

担
当
職
員
が
避
難
所
へ
参
集
し
、
施
設

の
点
検
、
施
設
の
開
錠
、
受
け
入
れ
ス

ペ
ー
ス
の
決
定
な
ど
の
準
備
を
行
い
、

避
難
者
を
受
け
入
れ
な
が
ら
状
況
の
把

握
を
行
い
、
食
料
や
物
資
の
要
請
と
配

布
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
長
期
化

す
る
場
合
の
応
急
復
旧
編
で
は
、
名
簿

の
作
成
後
、
要
望
や
意
見
の
調
整
・
避

難
所
生
活
の
ル
ー
ル
づ
く
り
等
の
運
営

を
行
う
避
難
所
運
営
委
員
会
を
組
織
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
質
問
　
被
災
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
他

の
自
治
体
か
ら
の
応
援
及
び
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
応
援
団
体
の
派
遣
調
整
等

を
行
う
「
避
難
所
支
援
班
」
は
、
当
市

で
は
ど
の
よ
う
に
組
織
さ
れ
、
災
害
時

に
は
ど
の
よ
う
な
動
き
と
な
る
の
か
。

　
久
米
副
市
長
　
全
国
か
ら
集
ま
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
が
中
心
と
な
り
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
対
応
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

受
け
付
け
や
、
ニ
ー
ズ
の
調
査
、
マ
ッ

チ
ン
グ
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
班
を
設
け
、
対
応
に
あ
た
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
質
問
　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

あ
る
災
害
発
生
時
の
職
員
の
動
き
を
再

度
点
検
し
、
住
民
の
安
全
確
保
を
期
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

　
久
米
副
市
長
　
大
仙
市
で
は
見
直
し

を
行
い
「
救
援
班
」
の
拡
充
を
図
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
今
後
、
多
数
の
避
難
所

を
迅
速
に
開
設
で
き
る
体
制
を
整
え
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
今
後
も
見
直
し
を

行
い
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。

Ｑ 

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

　
　
　
　
　
　
　 

実
現
で
き
な
い
か

Ａ 

こ
れ
ま
で
と
同
様
の
対
応
を

 

　
　
　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
た
い

Ｑ 

災
害
発
生
時
の
職
員
の
動
き
に

　
　
　
　
　
　    

つ
い
て
再
点
検
を

Ａ 

「
救
援
班
」
を
拡
充
し
た
。

    

　
　
さ
ら
に
体
制
を
整
え
て
い
く
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す
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レ
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世
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種
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政
事
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自
動
車
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が
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う
に
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省
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や
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の
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入
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て
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を
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全
て
の
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方
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共
団
体
の
合
意
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の

実
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に
よ
る
当
該
地
域
の
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民
や
自
動

車
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ザ
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、
関
係
団
体
の
意
向
確
認

の
ほ
か
、
議
会
の
支
持
を
得
た
上
で
当

該
都
道
府
県
を
経
由
し
て
、
地
方
運
輸

局
に
要
望
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　大
仙
市
に
登
録
さ
れ
て
い
る
四
輪
自

動
車
の
台
数
は
、
平
成
28
年
４
月
１
日

現
在
６
万
９
５
４
５
台
で
、
仙
北
市
、

美
郷
町
に
登
録
さ
れ
て
い
る
台
数
と
合

わ
せ
た
２
市
１
町
の
合
計
は
10
万
８
８

１
９
台
と
な
っ
て
い
る
が
、
市
民
並
び

に
近
隣
自
治
体
の
同
意
、
さ
ら
に
は
、

県
内
の
バ
ラ
ン
ス
等
要
綱
の
基
準
へ
の

適
合
性
に
県
の
判
断
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー

導
入
は
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
が
多
く
、

難
し
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　質
問

　学
力
全
国
ト
ッ
プ
級
の
本
市

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
を
早
期
に

整
備
し
、
全
国
に
誇
れ
る
教
育
都
市
を

目
指
す
べ
き
で
は
。

　教
育
長

　タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン

は
、
カ
メ
ラ
機
能
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

活
用
に
よ
る
多
用
な
情
報
収
集
が
可
能

で
、
学
校
教
育
へ
の
有
用
性
も
大
い
に

期
待
で
き
る
。
有
効
活
用
に
係
る
モ
デ

ル
校
を
設
置
し
、
平
成
32
年
度
当
初
ま

で
に
、
全
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン

に
入
れ
替
え
る
整
備
を
進
め
る
。

　移
住
定
住
の
促
進
を

　質
問

　少
子
化
・
人
口
減
少
対
策
と

し
て
の
移
住
定
住
の
促
進
に
つ
い
て
、

よ
り
実
効
性
の
あ
る
対
策
を
講
じ
る
べ

き
で
は
。

　久
米
副
市
長

　お
試
し
移
住
体
験
事

業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
移
住
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
作
成
し
発
信
す
る

こ
と
で
、
市
外
・
県
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し

「
大
仙
フ
ァ
ン
」
を
創
出
し
て
い
く
。

ま
た
、
移
住
者
が
空
き
家
を
活
用
し
た

際
の
補
助
制
度
の
充
実
を
図
り
、
県
外

か
ら
市
内
企
業
へ
の
就
職
希
望
者
に
対

す
る
Ａ
タ
ー
ン
就
職
支
援
事
業
を
実
施

す
る
。

　質
問

　移
住
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
を
１
カ
所
で
で
き
る
「
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
」
が
必
要
と
考
え
る
が
、

当
局
の
見
解
は
。

　久
米
副
市
長

　引
き
続
き
、
ま
ち
づ

く
り
課
だ
い
せ
ん
ラ
イ
フ
促
進
班
を
総

合
窓
口
と
し
、
相
談
し
や
す
い
環
境
を

整
え
、
各
種
事
業
を
進
め
て
い
く
。

　女
性
管
理
職
の
登
用
を

　質
問

　女
性
が
社
会
の
中
で
活
躍
す

る
こ
と
の
重
要
性
は
年
々
高
ま
っ
て
お

り
、
本
市
に
お
い
て
も
環
境
整
備
に
努

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　久
米
副
市
長

　女
性
職
員
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
研
修
を
継
続
し
、
よ
り
積
極

的
な
女
性
管
理
職
の
登
用
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

※

こ
の
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
、

い
じ
め
・
不
登
校
児
童
生
徒
の
実
体
と

対
応
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

質
問　

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
実

現
で
き
な
い
も
の
な
の
か
。

　

教
育
長　

学
校
給
食
費
の
無
償
化
ま

た
は
一
部
補
助
に
つ
い
て
は
、
学
校
給

食
法
に
よ
り
施
設
や
設
備
に
要
す
る
経

費
や
運
営
経
費
は
設
置
者
が
負
担
し
、

そ
れ
以
外
は
保
護
者
負
担
と
明
記
さ
れ

て
い
る
の
で
、
給
食
費
と
し
て
食
材
費

分
を
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
整
備
を

進
め
る
こ
と
は
、
少
子
化
対
策
の
一
環

と
し
て
も
重
要
と
認
識
し
て
お
り
、
総

合
的
に
判
断
し
て
こ
れ
ま
で
と
同
様
の

対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

　

所
得
補
償
制
度

  

（
米
の
直
接
支
払
交
付
金
）
の
復
活
を

　
質
問
　
平
成
30
年
産
か
ら
米
の
直
接

支
払
交
付
金
が
廃
止
さ
れ
る
。
こ
の
制

度
の
復
活
を
目
指
し
て
、
他
の
自
治
体

や
県
な
ど
と
一
体
と
な
り
政
府
に
要
望

で
き
な
い
か
。

　
久
米
副
市
長
　
政
府
は
平
成
25
年
12

月
に
農
政
改
革
を
発
表
し
、
28
年
度
に

市
全
体
で
お
よ
そ
６
億
８
千
万
円
交
付

さ
れ
て
い
る
米
の
直
接
支
払
交
付
金
を
、

平
成
29
年
度
限
り
で
終
了
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　議
員
ご
提
案
の
米
の
直
接
支
払
交
付

金
の
復
活
は
、
米
価
が
低
迷
す
る
中
、

稲
作
農
家
の
確
実
な
収
入
源
と
し
て
定

着
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
国
が

廃
止
を
決
定
し
て
か
ら
３
年
以
上
経
過

し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
や
集
荷
団
体
、
市
長

会
な
ど
に
お
い
て
も
、
復
活
に
向
け
た

国
へ
の
要
望
の
動
き
は
な
く
、
米
の
直

接
支
払
交
付
金
の
復
活
を
要
望
す
る
こ

と
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
質
問
　
災
害
発
生
時
の
避
難
所
運
営

の
流
れ
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

と
り
わ
け
、
初
動
期
の
避
難
所
で
は
、

地
元
住
民
の
避
難
者
が
大
半
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
初
期
避
難
者
の
中
か
ら
代
表

者
を
選
び
、
避
難
所
の
運
営
組
織
を
作

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

　
久
米
副
市
長
　
避
難
所
運
営
の
流
れ

に
つ
い
て
は
、
「
避
難
所
開
設
・
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
て
お
り
、
発

生
か
ら
３
日
目
ま
で
の
「
初
動
対
応
編
」

と
、
３
日
を
超
え
る
避
難
生
活
が
見
込

ま
れ
る
場
合
の
「
応
急
復
旧
編
」
の
構

成
に
な
っ
て
い
る
。
初
動
対
応
編
で
は
、

担
当
職
員
が
避
難
所
へ
参
集
し
、
施
設

の
点
検
、
施
設
の
開
錠
、
受
け
入
れ
ス

ペ
ー
ス
の
決
定
な
ど
の
準
備
を
行
い
、

避
難
者
を
受
け
入
れ
な
が
ら
状
況
の
把

握
を
行
い
、
食
料
や
物
資
の
要
請
と
配

布
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
長
期
化

す
る
場
合
の
応
急
復
旧
編
で
は
、
名
簿

の
作
成
後
、
要
望
や
意
見
の
調
整
・
避

難
所
生
活
の
ル
ー
ル
づ
く
り
等
の
運
営

を
行
う
避
難
所
運
営
委
員
会
を
組
織
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
質
問
　
被
災
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
他

の
自
治
体
か
ら
の
応
援
及
び
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
応
援
団
体
の
派
遣
調
整
等

を
行
う
「
避
難
所
支
援
班
」
は
、
当
市

で
は
ど
の
よ
う
に
組
織
さ
れ
、
災
害
時

に
は
ど
の
よ
う
な
動
き
と
な
る
の
か
。

　
久
米
副
市
長
　
全
国
か
ら
集
ま
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
が
中
心
と
な
り
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
対
応
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

受
け
付
け
や
、
ニ
ー
ズ
の
調
査
、
マ
ッ

チ
ン
グ
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
班
を
設
け
、
対
応
に
あ
た
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
質
問
　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

あ
る
災
害
発
生
時
の
職
員
の
動
き
を
再

度
点
検
し
、
住
民
の
安
全
確
保
を
期
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

　
久
米
副
市
長
　
大
仙
市
で
は
見
直
し

を
行
い
「
救
援
班
」
の
拡
充
を
図
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
今
後
、
多
数
の
避
難
所

を
迅
速
に
開
設
で
き
る
体
制
を
整
え
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
今
後
も
見
直
し
を

行
い
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。

Ｑ 

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

　
　
　
　
　
　
　 

実
現
で
き
な
い
か

Ａ 

こ
れ
ま
で
と
同
様
の
対
応
を

 

　
　
　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
た
い

Ｑ 

災
害
発
生
時
の
職
員
の
動
き
に

　
　
　
　
　
　    

つ
い
て
再
点
検
を

Ａ 

「
救
援
班
」
を
拡
充
し
た
。

    

　
　
さ
ら
に
体
制
を
整
え
て
い
く
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だいせん市議会だより　平29.5 May.2017 DAISEN City Council News特別委員会からの提言

Ｑ 

公
共
施
設
の
管
理
計
画
は
、

　
　
住
民
の
要
望
・
意
見
を
尊
重
し
、

　
　
　
　
　
　       

随
時
見
直
し
を

Ａ 

修
正
等
が
必
要
な
事
項
は
、

                   

見
直
し
を
実
施
す
る

ようこそ　大仙市へ　～平成 28年度の行政視察受け入れ状況～ ついて

　大仙市には毎年、全国各地の議会から行政視察の方々が訪れています。
　平成28年度は、26団体173人の方々が視察に訪れました。
　視察の内容で一番多かったのは「小中学校の学力向上の取り組み」で14団体。
　そのほかでは「花火産業構想」「大曲通町再開発事業」で、それぞれ2団体
でした。
　

4月
5月

7月

8月

10月

11月
1月
2月
3月

大阪府伊丹市、豊能町
熊本県人吉市、栃木県小山市、茨城県水戸市、愛媛県砥部町
秋田県、群馬県伊勢崎市、北海道岩見沢市、宮城県亘理町、山口県周南市
神奈川県南足柄市、愛知県豊川市、神奈川県秦野市

愛知県東海市、東京都羽村市、岐阜県垂井町、滋賀県彦根市
福島県西会津町、三重県伊賀市

群馬県高崎市

神奈川県小田原市
新潟県長岡市
新潟県柏崎市、埼玉県
青森県青森市

公共施設等総合管理計画調査特別委員会　最終報告

　公共施設等総合管理計画調査特別委員会（委員長　児玉裕一）は第１回定例会で、これまでの
調査・審査の結果について最終報告を行いました。

　　※これまで報告していない項目について記載しております。

中間報告で報告した項目につきましては、だいせん市議会だより第44号・第46号を

ご覧ください。

第１．公共施設等総合管理計画全体に係わる事項
　市が貸借している土地・建物については、実態を調査のうえ、返還・売却等、適正な処理を今

後、考えていただきたい。公共施設等総合管理計画の遂行に当たっては、全職員が、将来の財政

難に対する危機感を持って、今後30年間において、検証と見直しに取り組んでいただきたい。

第２．ハコモノ施設の分類における事項
【生活基盤施設】大曲駅周辺の駐車場については、収容台数と利用状況を把握し、市所有の駐車
場が効率的に利用されるよう、調査及び検討することを提言する。市で管理している公園につい

ては、維持管理費の少ないものは、地域、集落へ譲渡し、管理費を補助するなりの方策を講じる

ことを、提言する。姫神ハイツについては、利用者が少ないため、将来的には廃止も考慮してい

ただくことを提言する。

【その他施設】野球場及びグラウンドゴルフ場については、経費をかけて良好な状態にするもの
を定めて維持管理し、その他は、集落等の協力により維持できるよう協議及び検討することを提

言する。大曲市民ゴルフ場については、市直営から民営へ移行することの検討を始めることを提

言する。

第３．インフラ資産における事項
　道路、橋りょうについては、人口減少により、集落の戸数減少が想定されるが、緊急車両が通

過できるような道路等を確保する必要があるので、大仙市公共施設等総合管理計画の遂行に当

たっては配慮していただきたい。また、補助事業を利用した道路整備について、模索いただきた

い。上水道管渠については、小規模水道組合等及び個人設置の水道は、市民に対する安全・安心

な水の供給の観点と平等性から、補

助金等の助成について、検討いただ

きたい。下水道管渠については、浄

化施設とともに下水道事業等の健全

な経営のため、更なる加入率の向上

に努めていただきたい。

第４．計画を進めるに当たっての指
摘、要望事項
　廃止・更新する施設については、

計画遂行のため、十分に時間をかけ、

地域の住民に対して説明し、理解が

得られるようにしていただきたい。
2月 24日、最終報告書を議長へ提出する特別委員会委員

大仙市を視察した団体

　質
問
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

は
、
老
朽
化
を
口
実
に
統
廃
合
や
譲
渡

な
ど
集
約
化
を
進
め
る
も
の
。
実
施
に

当
た
っ
て
は
地
域
住
民
の
要
望
・
意
見

等
を
尊
重
し
、
施
設
の
役
割
・
意
義
を

十
分
踏
ま
え
た
上
で
、
随
時
見
直
し
を

し
て
も
ら
い
た
い
。

　久
米
副
市
長

　30
年
間
と
い
う
長
期

に
わ
た
る
計
画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
施

設
に
求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
、
老
朽
化
の

進
み
具
合
、
施
設
の
利
用
実
態
や
必
要

性
・
安
全
性
な
ど
、
毎
年
度
、
把
握
と

検
証
を
進
め
な
が
ら
、
そ
の
時
々
の
公

共
施
設
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
に
的
確

に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
今
回
策
定
の

計
画
に
お
い
て
、
修
正
が
必
要
な
事
項

に
つ
い
て
は
見
直
し
を
実
施
し
て
い
く
。

　受
け
入
れ
辞
退
の
現
状
は

　質
問
　
介
護
保
険
の
要
支
援
者
へ
の

訪
問
・
通
所
サ
ー
ビ
ス
は
、
４
月
か
ら

市
が
実
施
す
る
総
合
事
業
に
移
行
す
る

が
、
事
業
の
委
託
先
と
な
る
介
護
事
業

所
で
は
、
受
け
入
れ
を
辞
退
す
る
と
こ

ろ
も
あ
る
と
聞
く
。
現
状
と
そ
の
理
由

を
伺
う
。

　
健
康
福
祉
部
長
　
４
月
１
日
以
降
、

現
行
相
当
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
て

も
、
市
が
行
う
基
準
緩
和
サ
ー
ビ
ス
に

参
加
し
な
い
と
答
え
た
の
は
、
訪
問
型

で
は
33
事
業
所
中
９
事
業
所
、
通
所
型

で
は
57
事
業
所
中
19
事
業
者
で
あ
っ
た
。

そ
の
主
な
理
由
は
「
職
員
不
足
」
「
経

営
の
見
込
み
が
立
た
な
い
」
な
ど
で
あ

る
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。
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ようこそ　大仙市へ　～平成 28年度の行政視察受け入れ状況～ ついて

　大仙市には毎年、全国各地の議会から行政視察の方々が訪れています。
　平成28年度は、26団体173人の方々が視察に訪れました。
　視察の内容で一番多かったのは「小中学校の学力向上の取り組み」で14団体。
　そのほかでは「花火産業構想」「大曲通町再開発事業」で、それぞれ2団体
でした。
　

4月
5月

7月

8月

10月

11月
1月
2月
3月

大阪府伊丹市、豊能町
熊本県人吉市、栃木県小山市、茨城県水戸市、愛媛県砥部町
秋田県、群馬県伊勢崎市、北海道岩見沢市、宮城県亘理町、山口県周南市
神奈川県南足柄市、愛知県豊川市、神奈川県秦野市

愛知県東海市、東京都羽村市、岐阜県垂井町、滋賀県彦根市
福島県西会津町、三重県伊賀市

群馬県高崎市

神奈川県小田原市
新潟県長岡市
新潟県柏崎市、埼玉県
青森県青森市

公共施設等総合管理計画調査特別委員会　最終報告

　公共施設等総合管理計画調査特別委員会（委員長　児玉裕一）は第１回定例会で、これまでの
調査・審査の結果について最終報告を行いました。

　　※これまで報告していない項目について記載しております。

中間報告で報告した項目につきましては、だいせん市議会だより第44号・第46号を

ご覧ください。

第１．公共施設等総合管理計画全体に係わる事項
　市が貸借している土地・建物については、実態を調査のうえ、返還・売却等、適正な処理を今

後、考えていただきたい。公共施設等総合管理計画の遂行に当たっては、全職員が、将来の財政

難に対する危機感を持って、今後30年間において、検証と見直しに取り組んでいただきたい。

第２．ハコモノ施設の分類における事項
【生活基盤施設】大曲駅周辺の駐車場については、収容台数と利用状況を把握し、市所有の駐車
場が効率的に利用されるよう、調査及び検討することを提言する。市で管理している公園につい

ては、維持管理費の少ないものは、地域、集落へ譲渡し、管理費を補助するなりの方策を講じる

ことを、提言する。姫神ハイツについては、利用者が少ないため、将来的には廃止も考慮してい

ただくことを提言する。

【その他施設】野球場及びグラウンドゴルフ場については、経費をかけて良好な状態にするもの
を定めて維持管理し、その他は、集落等の協力により維持できるよう協議及び検討することを提

言する。大曲市民ゴルフ場については、市直営から民営へ移行することの検討を始めることを提

言する。

第３．インフラ資産における事項
　道路、橋りょうについては、人口減少により、集落の戸数減少が想定されるが、緊急車両が通

過できるような道路等を確保する必要があるので、大仙市公共施設等総合管理計画の遂行に当

たっては配慮していただきたい。また、補助事業を利用した道路整備について、模索いただきた

い。上水道管渠については、小規模水道組合等及び個人設置の水道は、市民に対する安全・安心

な水の供給の観点と平等性から、補

助金等の助成について、検討いただ

きたい。下水道管渠については、浄

化施設とともに下水道事業等の健全

な経営のため、更なる加入率の向上

に努めていただきたい。

第４．計画を進めるに当たっての指
摘、要望事項
　廃止・更新する施設については、

計画遂行のため、十分に時間をかけ、

地域の住民に対して説明し、理解が

得られるようにしていただきたい。
2月 24日、最終報告書を議長へ提出する特別委員会委員

大仙市を視察した団体
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だいせん市議会だより　平29.5 May.2017 DAISEN City Council News委員会審査のあらまし 委員会審査のあらまし

建設水道常任委員会 教育福祉常任委員会 企画産業常任委員会 総務民生常任委員会
　条例案5件、単行案9件、補正予算案7件、
当初予算案8件を審査しました。

●予算執行に制約はあるか？
【問】各支所に計上された、道路維持管理費の
「市民要望緊急対応分」300万円は、執行に
当たって、制約などはあるのか。
【答】制約は特に設けていない。支所によっては、
工事費に計上している支所もあれば、修繕費に

計上している支所もある。支所の判断で自由に

使用していただきたい。

●打ち切った後の対応は？
【問】住宅リフォーム支援事業の補助金は平成
28年度から、交付決定額が当初予算に到達次
第、申請を打ち切りとしているが、打ち切った
後に、どのぐらいの申し込みがあったか。
【答】打ち切る際の最後の1日に申し込みが殺到
し、そこで当初予算額を超えてしまったが、そ

の超えた分の10件に対しては、予備費を充当し

て申請を受け付けた。

●調査の上、最良の処置を
【問】軟弱な地盤による沈下のためタルミの発生
した、仙北地域福田地区農業集落排水区域内の
管路の布設替工事をするとのことだが、管路を
設置後にまたタルミのでないよう、きちんと調
査をして、最良の処置をしてもらいたい。
【答】沈下した箇所は、以前、付近の橋の架け替
え工事の際、現道に盛り土した部分である。盛

り土の土質を調査し、どのような工法が適当な

のか検討する。現段階では自然流下方式ではな

く、多少地盤が沈下しても対応できるポンプ圧

送で処置したいと考えている。

　条例案2件、単行案1件、補正予算案2件、
当初予算案5件、陳情1件を審査しました。

●ほかの地域の状況は？
【問】2月に委員会で、介護予防デイサービスを
実施している大曲地域の施設を現地調査したが、
ほかの地域にはないのか。
【答】専門職員を配置しての当該事業は、仙北地
域の紫陽花館で実施している。

●駐車場の整備を
【問】大曲地域角間川地区の川港親水公園の浜蔵
と角間川の旧家群を一体として整備してもらい
たいが、現在の浜蔵周辺の駐車場が不便である。
今後整備する予定はないか。
【答】自分の土地を活用して欲しいと申し入れる
人もおり、具体的に土地の権利関係等調査を始

めた。浜蔵も大変貴重な建物で、親水公園側の

護岸も含めて県の史跡指定を受けるべく、平成

29年度から調査を開始する。指定を受けた場合、

利用者等の増加も見込めることから、御三家の

エリアも含め駐車場等周辺整備の検討課題が出

てくると考えられるので、今後調査を進めてま

いりたい。

●資源としてリサイクルを
【問】学校給食事業特別会計の管理及び運営費の
中で廃棄物収集運搬とある。廃棄物は生ゴミの
ことだと思うが、経費をかけて処分するより資
源としてリサイクルし、堆肥などにすることを
考えたことはないか。
【答】学校給食総合センターと新設された西部学
校給食センターにはコンポストを設置しており、

廃棄物を堆肥にして各学校の花壇などに使用し

てもらっている。太田・仙北・中仙の各給食セ

ンターではコンポストを設置していないので、

今後資源の再利用を図り経費節減を進めるため

検討してまいりたい。

　専決処分報告1件、条例案5件、補正予算案2
件、当初予算案1件、陳情1件を審査しました。

●おおたコミュニティプラザの利用は？
【問】特に土日及び夜間の利用や受付体制を、今
まで使ってきたような状態で使えるようにすべ
きでは。
【答】土日や夜間の管理は、近隣の集落会へ委託
し、利用者が混乱しないよう使いやすい体制づ

くりに努めていく。

●移住定住に関し、情報を探しやすくすべき
【問】市のホームページに移住定住専門コーナー
はあるのか。情報を探しやすいよう具体的に効
果が出る取り組みをすべきでは。
【答】新たな施策を考えているほか、移住定住に
関する総合窓口を設置している。市のホーム

ページにも移住定住に関する専用のコーナーを

作成したい。

●助成要件の見直しは時期尚早では？
【問】これまでの大豆栽培モデル対策事業は、農
家からの評価が高かった。経営体の機運を低下
させないよう、もう数年継続すべきでは。
【答】今後は産地化を確立するため、収量と品
質について基準を高く設定しているが、今後の

運用については、検討を重ねて農家の理解が得

られるよう進めていく。

●インバウンドサイクリングコース活用事業は、
宿泊につながる取り組みを
【問】宿泊施設においても自転車のレンタルを行
うなど、宿泊につながるコースの設定、あるい
は宿泊施設のホームページからの情報提供も必
要ではないか。
【答】仙北市、美郷町と連携し、地域住民や宿泊
施設の方々とも検討を進め、誘客を図ってまい

りたい。

　条例案4件、単行案1件、補正予算案5件、
当初予算案10件、陳情1件を審査しました。

●アーカイブズの存在をどう広める？
【問】市民に広く大仙市アーカイブズの存在価
値を訴えかけるために、どのような手を打つ
のか。
【答】公文書館については、その意義について、
言葉では説明しづらいのが現実である。百聞は

一見にしかずで、企画展や常設展示を行い、ま

ず足を運んでいただくことをやっていきたい。

●半強制的参加とならないか？
【問】雪対策基本条例の中に市民の役割、自治会
の役割とあるが、結果的に市民に対して、活動
に参加することを半強制的に規定しているよう
に感じる。その辺はどう考えているのか。
【答】大仙市のまちづくり基本条例の第11条、協
働の原則が基本原則となっているが、個人の権

利に影響を及ぼすものではなく、けっして強要

するものではない。市民自らの意志で参加いた

だきたい。

●農林との関係は？
【問】環境交通安全課所管の快適居住環境整備事
業は、内容によって、農林関係と分かれて実施
するのか。また、窓口はどこになるのか。
【答】土地改良区や水利組合が管理する水路以外
の農地が市街化され、管理する団体がないもの

が環境交通安全課となるが、整備の要望があっ

た場合は、農林整備課と共に現地確認し、双方

協議の上、担当課を決定する。また、窓口も両

課で対応する。

【問】この整備事業でできた側溝の管理は。
【答】住宅地になって管理者がいなくなる場合は、
整備した段階で周辺住民と協議していく。 

5月3日に開館する大仙市アーカイブズ

周
辺
整
備
が
期
待
さ
れ
る

　角
間
川
地
区
の
旧
家
郡
エ
リ
ア

あ じ さ い
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　条例案5件、単行案9件、補正予算案7件、
当初予算案8件を審査しました。

●予算執行に制約はあるか？
【問】各支所に計上された、道路維持管理費の
「市民要望緊急対応分」300万円は、執行に
当たって、制約などはあるのか。
【答】制約は特に設けていない。支所によっては、
工事費に計上している支所もあれば、修繕費に

計上している支所もある。支所の判断で自由に

使用していただきたい。

●打ち切った後の対応は？
【問】住宅リフォーム支援事業の補助金は平成
28年度から、交付決定額が当初予算に到達次
第、申請を打ち切りとしているが、打ち切った
後に、どのぐらいの申し込みがあったか。
【答】打ち切る際の最後の1日に申し込みが殺到
し、そこで当初予算額を超えてしまったが、そ

の超えた分の10件に対しては、予備費を充当し

て申請を受け付けた。

●調査の上、最良の処置を
【問】軟弱な地盤による沈下のためタルミの発生
した、仙北地域福田地区農業集落排水区域内の
管路の布設替工事をするとのことだが、管路を
設置後にまたタルミのでないよう、きちんと調
査をして、最良の処置をしてもらいたい。
【答】沈下した箇所は、以前、付近の橋の架け替
え工事の際、現道に盛り土した部分である。盛

り土の土質を調査し、どのような工法が適当な

のか検討する。現段階では自然流下方式ではな

く、多少地盤が沈下しても対応できるポンプ圧

送で処置したいと考えている。

　条例案2件、単行案1件、補正予算案2件、
当初予算案5件、陳情1件を審査しました。

●ほかの地域の状況は？
【問】2月に委員会で、介護予防デイサービスを
実施している大曲地域の施設を現地調査したが、
ほかの地域にはないのか。
【答】専門職員を配置しての当該事業は、仙北地
域の紫陽花館で実施している。

●駐車場の整備を
【問】大曲地域角間川地区の川港親水公園の浜蔵
と角間川の旧家群を一体として整備してもらい
たいが、現在の浜蔵周辺の駐車場が不便である。
今後整備する予定はないか。
【答】自分の土地を活用して欲しいと申し入れる
人もおり、具体的に土地の権利関係等調査を始

めた。浜蔵も大変貴重な建物で、親水公園側の

護岸も含めて県の史跡指定を受けるべく、平成

29年度から調査を開始する。指定を受けた場合、

利用者等の増加も見込めることから、御三家の

エリアも含め駐車場等周辺整備の検討課題が出

てくると考えられるので、今後調査を進めてま

いりたい。

●資源としてリサイクルを
【問】学校給食事業特別会計の管理及び運営費の
中で廃棄物収集運搬とある。廃棄物は生ゴミの
ことだと思うが、経費をかけて処分するより資
源としてリサイクルし、堆肥などにすることを
考えたことはないか。
【答】学校給食総合センターと新設された西部学
校給食センターにはコンポストを設置しており、

廃棄物を堆肥にして各学校の花壇などに使用し

てもらっている。太田・仙北・中仙の各給食セ

ンターではコンポストを設置していないので、

今後資源の再利用を図り経費節減を進めるため

検討してまいりたい。

　専決処分報告1件、条例案5件、補正予算案2
件、当初予算案1件、陳情1件を審査しました。

●おおたコミュニティプラザの利用は？
【問】特に土日及び夜間の利用や受付体制を、今
まで使ってきたような状態で使えるようにすべ
きでは。
【答】土日や夜間の管理は、近隣の集落会へ委託
し、利用者が混乱しないよう使いやすい体制づ

くりに努めていく。

●移住定住に関し、情報を探しやすくすべき
【問】市のホームページに移住定住専門コーナー
はあるのか。情報を探しやすいよう具体的に効
果が出る取り組みをすべきでは。
【答】新たな施策を考えているほか、移住定住に
関する総合窓口を設置している。市のホーム

ページにも移住定住に関する専用のコーナーを

作成したい。

●助成要件の見直しは時期尚早では？
【問】これまでの大豆栽培モデル対策事業は、農
家からの評価が高かった。経営体の機運を低下
させないよう、もう数年継続すべきでは。
【答】今後は産地化を確立するため、収量と品
質について基準を高く設定しているが、今後の

運用については、検討を重ねて農家の理解が得

られるよう進めていく。
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【問】宿泊施設においても自転車のレンタルを行
うなど、宿泊につながるコースの設定、あるい
は宿泊施設のホームページからの情報提供も必
要ではないか。
【答】仙北市、美郷町と連携し、地域住民や宿泊
施設の方々とも検討を進め、誘客を図ってまい

りたい。

　条例案4件、単行案1件、補正予算案5件、
当初予算案10件、陳情1件を審査しました。

●アーカイブズの存在をどう広める？
【問】市民に広く大仙市アーカイブズの存在価
値を訴えかけるために、どのような手を打つ
のか。
【答】公文書館については、その意義について、
言葉では説明しづらいのが現実である。百聞は

一見にしかずで、企画展や常設展示を行い、ま

ず足を運んでいただくことをやっていきたい。

●半強制的参加とならないか？
【問】雪対策基本条例の中に市民の役割、自治会
の役割とあるが、結果的に市民に対して、活動
に参加することを半強制的に規定しているよう
に感じる。その辺はどう考えているのか。
【答】大仙市のまちづくり基本条例の第11条、協
働の原則が基本原則となっているが、個人の権

利に影響を及ぼすものではなく、けっして強要

するものではない。市民自らの意志で参加いた

だきたい。

●農林との関係は？
【問】環境交通安全課所管の快適居住環境整備事
業は、内容によって、農林関係と分かれて実施
するのか。また、窓口はどこになるのか。
【答】土地改良区や水利組合が管理する水路以外
の農地が市街化され、管理する団体がないもの

が環境交通安全課となるが、整備の要望があっ

た場合は、農林整備課と共に現地確認し、双方

協議の上、担当課を決定する。また、窓口も両

課で対応する。

【問】この整備事業でできた側溝の管理は。
【答】住宅地になって管理者がいなくなる場合は、
整備した段階で周辺住民と協議していく。 

5月3日に開館する大仙市アーカイブズ
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先進地に学ぶ（会派行政視察） 議会改革を目指して
～タブレット端末の利活用研修～

６月定例会日程のお知らせ

※現時点での予定であり、変更される場合があります。

　変更内容は随時、議会ホームページでご案内しています。

議長交際費（1月1日～3月31日)
件　数 金　額

1,050,000円

722,590円

163,500円

20,000円

125,000円

18,500円

163,910円

64件

26件

2件

21件

3件
訳
　
内

予　算　額

既 支 出 額

今回支出額

予 算 残 額

弔　慰

慶　祝

協　賛

本会議第１日（市政報告、議案等上程）

本会議第２日（一般質問）

本会議第３日（一般質問、議案質疑、委員会付託）

常任委員会審査

常任委員会審査

本会議第４日（委員長報告、質疑、討論、表決）

５月29日（月）
６月８日（木）
　　９日（金）
    12日（月）
　13日（火）
19日（月）

　少子化が日本全国の話題となり、特に若者の

県外流出をいかに食い止めるかについて議論さ

れる中で感じることは、若者にとって何が魅力

となって都市部へ行こうと思うのか、というこ

とです。

　生活と収入を直結して考えるには経験が少な

い若者にとって、収入や求職数の多さ以上に、

個性の多様性を認め、世間体を気にせず自分の

意志で行動する自由への憧れがあるのではない

かと思うのです。若者のそのような気持ちを

しっかりと受け止め答えることができるのは、

さまざまな文化や生活及び価値観について、身

を持って学び経験した大人たちが増えることで

はないかと感じます。

　議員の皆さんは、日本国中のさまざまな土地

での研修などで足を運ばれておられますが、市

政への取り組みの中に若者視点での魅力も見つ

けていただき、ぜひ市政へ反映していただけた

らと思います。

　昔からの大仙市の良さを保ちつつ、柔軟性と

多様性を認めた新たな価値を育てる大仙市にな

ることを願っています。

　　　　　　　　　　（中仙地域　40代女性）

　

◆大地・公明の会（3/21～23）
　○静岡県伊東市

　　（いとう創造大賞の取り組みについて）

　○衆議院第一議員会館

　　（財務に関する研修、財務金融委員会の視聴）

　○国土交通省

　　（国の空き家対策について）

◆新政会・市民クラブ
（2/7～8）
　○福島県郡山市

　　（全小中学校へのタブレット端末導入について）

　　（女性管理職の積極的な登用について）

　○福島県富岡町

　　（福島第一原発20㎞圏内の現状視察）

（3/30～31）
　○宮城県山元町「山元いちご農園」

　　（高設栽培によるイチゴ大規模団地造成について）

◆だいせんの会（3/23～25）
　○国会議事堂

　　（金田法務大臣、御法川代議士への陳情ほか）

　○神奈川県「ライフイノベーションセンター」

　　（新産業創出に向けた取り組みについて）

　2月15日から16日まで、栃木県栃木市を訪れ、議会

改革の取り組みについて視察を行いました。

　現在、全国各地の市議会では、議会基本条例を制定

してから4～5年のところが多く、どのようなかたちで

条例をチェック、または検証を行っているのかを研修

しました。栃木市議会では、条例の条文・条項45項目

についての達成状況をＡＢＣ評価に分け、議会運営委

員会で検討し、Ｂランク以下に評価された項目はさら

に議会運営委員会で検討し、その結果を今後の活動目

標とするなどの改善を図っておりました。また、全体

の検証・検討結果を議会ホームページや議会だより、

議会報告会で広く市民に公表しておりました。

　議会改革は永遠に続くテーマです。当市議会におい

てもマンネリ防止に努め、市民に開かれた議会となる

ようさらに検討を重ね、改革に努めてまいります。

　　　　　　　　　　　　（委員長　小山緑郎　記）

議会基本条例の検証方法を学ぶ

全国的にも珍しい、百貨店融合の市役所庁舎

議会改革推進会議の行政視察報告

　議員の政策形成及び立案能力向上を図るため、

2月13日、「タブレットパソコンの基本操作研

修とペーパーレス会議システムを利用した議会

運営について」と題して研修会を行いました。

タブレット端末販売会社から講師及びスタッフ

を派遣していただき、タブレットパソコンの基

礎的な操作や、実際の日々の活動における活用

について研修しました。

　現在、様々な分野においてＩＣＴ（情報通信

技術）の利活用が推進されております。我々議

員も時代の潮流に取り残されぬよう、革新的な

技術に対しての理解を進め、大仙市議会のさら

なる改革を推進します。

は
じ
め
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
触
れ
る
議
員
も

～市民の声～
〔１月〕

〔２月〕

〔３月〕

第２回中学生議会

議員説明会

建設水道常任委員会協議会

議会改革推進会議

会派代表者会議

議員全員協議会（当初予算説明会）

議員研修会

議会改革推進会議「行政視察」（～16日）

議会運営委員会

公共施設等総合管理計画調査特別委員会

教育福祉常任委員会「所管事務調査」

第１回定例会（第１日）

企画産業・建設水道常任委員会審査

議員全員協議会

広報広聴常任委員会

第１回定例会（第２日）

議会運営委員会

第１回定例会（第３日）

第１回定例会（第４日）

公共施設等総合管理計画調査特別委員会

各常任委員会審査（建設水道除く）

企画産業常任委員会協議会

各常任委員会審査

総務民生・建設水道常任委員会協議会

議会運営委員会

第１回定例会（第５日）

総務民生・建設水道常任委員会審査

議員説明会・議員全員協議会

12日

20日

13日

15日

17日

22日

24日

　

　

　

６日

　

７日

８日

　

９日

　

10日

　

15日

17日
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　議員の政策形成及び立案能力向上を図るため、

2月13日、「タブレットパソコンの基本操作研

修とペーパーレス会議システムを利用した議会

運営について」と題して研修会を行いました。

タブレット端末販売会社から講師及びスタッフ

を派遣していただき、タブレットパソコンの基

礎的な操作や、実際の日々の活動における活用

について研修しました。

　現在、様々な分野においてＩＣＴ（情報通信

技術）の利活用が推進されております。我々議

員も時代の潮流に取り残されぬよう、革新的な

技術に対しての理解を進め、大仙市議会のさら

なる改革を推進します。

は
じ
め
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
触
れ
る
議
員
も

～市民の声～
〔１月〕

〔２月〕

〔３月〕

第２回中学生議会

議員説明会

建設水道常任委員会協議会

議会改革推進会議

会派代表者会議

議員全員協議会（当初予算説明会）

議員研修会

議会改革推進会議「行政視察」（～16日）

議会運営委員会

公共施設等総合管理計画調査特別委員会

教育福祉常任委員会「所管事務調査」

第１回定例会（第１日）

企画産業・建設水道常任委員会審査

議員全員協議会

広報広聴常任委員会

第１回定例会（第２日）

議会運営委員会

第１回定例会（第３日）

第１回定例会（第４日）

公共施設等総合管理計画調査特別委員会

各常任委員会審査（建設水道除く）

企画産業常任委員会協議会

各常任委員会審査

総務民生・建設水道常任委員会協議会

議会運営委員会

第１回定例会（第５日）

総務民生・建設水道常任委員会審査

議員説明会・議員全員協議会

12日

20日

13日

15日

17日

22日

24日

　

　

　

６日

　

７日

８日

　

９日

　

10日

　

15日

17日
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副議長の中沢くんと黒川さん（平和中学校）議長の堀江さんと星宮くん（西仙北中学校）

平
和
中
学
校

大
曲
中
学
校

黒川梨々花さん

中沢宏保くん

小原貴之くん

柴田大和くん

　

　

大
曲
西
中
学
校

小松怜さん

三浦太陽くん

大
曲
南
中
学
校

佐々木愛香さん

最上純聖くん

中
仙
中
学
校

鈴木太陽くん

藤田愛心さん

真剣に意見や提案をする中学生議員

【
質
問
】若
者
定
着
に
向
け
た
市
の
取
組
を
、

若
者
に
届
け
る
方
法
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

【
企
画
部
長
】
本
市
の
知
名
度
向
上
を
目

的
と
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
地
域

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
作
成
し
て
い

く
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
通
じ
て
、

市
外
・
県
外
に
も
広
く
大
仙
市
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
で
「
大
仙
フ
ァ
ン
」

を
増
や
し
、
移
住
・
定
住
の
促
進
を
図
り

ま
す
。

　
三
年
に
一
度
の
貴
重
な
中
学
生
議

会
に
、
議
員
と
し
て
参
加
し
、
副
議

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
学

校
の
意
見
に
つ
い
て
、
市
長
さ
ん
や

市
当
局
の
方
々
と
話
合
い
が
で
き
た

と
い
う
こ
と
は
、
大
変
有
意
義
な
こ

と
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
議
会
の
間
、
各
中
学
校
の

代
表
全
員
が
集
中
し
て
い
ま
し
た
。

大
仙
市
の
こ
と
に
つ
い
て
本
気
で
考

え
て
い
る
こ
と
に
強
く
感
動
し
、
自

分
た
ち
も
も
っ
と
頑
張
っ
て
い
こ
う

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

【
質
問
】大
曲
ヒ
カ
リ
オ
を
若
者
が
活
用
し

や
す
い
工
夫
を
す
る
こ
と
で
、
駅
前
が
活

気
づ
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
企
画
部
長
】「
ヒ
カ
リ
オ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
イ
ベ

ン
ト
」
や
「
大
仙
市
秋
の
稔
り
フ
ェ
ア
」
な

ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
、
今
後
も
若
者

が
参
加
し
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
を
官
民
問
わ

ず
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
駅
前
の
賑
わ
い

創
出
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
中
学
生
議
会
で
は
と
て
も
貴
重
な

体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

実
際
の
議
会
と
同
じ
場
所
で
、
同
様

の
進
行
で
行
わ
れ
た
た
め
、
場
の
雰

囲
気
に
慣
れ
ず
緊
張
し
ま
し
た
が
、

そ
の
張
り
詰
め
た
緊
張
感
の
中
、
市

長
さ
ん
を
は
じ
め
、
市
当
局
の
方
々

が
私
た
ち
の
質
問
に
真
剣
に
答
弁
を

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
自
分
た
ち
の
住
む
大
仙
市
に
つ
い

て
、
多
く
の
中
学
生
や
議
会
関
係
の

方
々
と
意
見
を
交
流
で
き
た
こ
と
は
、

本
当
に
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

　

い
大
仙
市
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
質
問
】環
境
保
護
対
策
と
し
て
、
ゴ
ー
ヤ

を
利
用
し
た
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
な
ど
の
取
組
を
、
大
仙
市
一
斉
で

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
市
民
部
長
】
大
仙
市
一
斉
の
緑
の
カ
ー

テ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
は
、
各
家

庭
の
立
地
条
件
に
よ
っ
て
は
実
施
が
困

難
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
緑
の

カ
ー
テ
ン
の
ほ
か
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
広
報
等
で
紹
介
し
、
そ
の
中
か
ら

最
も
取
り
組
み
や
す
い
節
電
対
策
を
選

択
し
、
実
行
し
て
い
た
だ
く
手
法
が
よ

り
有
効
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
場
内
は
今
ま
で
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
緊
張
感
が
あ
り
、
背
筋

が
ピ
ン
と
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
の

一
言
に
対
す
る
責
任
は
重
く
、
大
仙

市
を
変
え
る
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と

も
知
り
ま
し
た
。

　
質
問
の
環
境
保
護
対
策
に
つ
い
て

は
、
市
有
地
を
活
用
し
た
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
発
電
事
業
や
緑
の
カ
ー
テ
ン
の

ほ
か
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
様
々
な
対
策
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
番
の
環
境

保
護
対
策
は
一
人
一
人
の
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
大
仙
市
の
対
策
に
も
中

学
生
と
し
て
積
極
的
に
協
力
し
て
い

き
た
い
で
す
。

【
質
問
】私
た
ち
中
学
生
が
正
式
メ
ン
バ
ー

と
し
て
活
動
で
き
る
、
中
学
生
参
加
型
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
育
成
を
検
討
し
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

【
健
康
福
祉
部
長
】皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
姿
勢

は
、
地
域
に
住
む
方
々
に
と
っ
て
は
、
と

て
も
心
強
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
先
生

方
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
関
わ
り
、

活
動
を
行
っ
て
い
く
の
か
、
皆
さ
ん
も
参

加
し
て
学
校
の
方
針
を
決
め
て
い
た
だ
い

た
上
で
、
市
と
し
て
で
き
る
限
り
の
支
援

を
検
討
し
ま
す
。

　

大
仙
市
中
学
生
議
会
に
中
仙
中
学

校
の
代
表
と
し
て
参
加
し
て
、
大
仙

市
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
深
く
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
会
で
提
案
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
ほ

か
の
学
校
か
ら
提
案
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
も
、
学
校
で
話
し
合
っ
て
い

き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
大
仙
市
が

活
性
化
す
る
よ
う
な
取
組
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
市
長
さ
ん
か
ら
「
未
来
の
大
仙
市

を
創
る
素
晴
ら
し
い
担
い
手
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
言
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
を

忘
れ
ず
、
今
後
、
生
徒
会
活
動
等
、

あ
ら
ゆ
る
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

【
質
問
】大
仙
市
の
花
「
コ
ス
モ
ス
」
を
活

用
し
た
緑
化
推
進
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。

【
農
林
部
長
】南
外
地
域
の
国
道
１
０
５
号

線
で
、
地
域
住
民
が
道
路
の
路
肩
部
分
に

１
・
３
㎞
に
渡
っ
て
コ
ス
モ
ス
を
植
え
、

ま
た
、
花
壇
や
休
耕
田
を
活
用
し
て
花
の

植
栽
を
し
て
い
る
市
内
１
３
９
組
織
の
う

ち
、
９
組
織
で
コ
ス
モ
ス
を
植
え
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
広
く
市
民
や
各
種
団
体
に

呼
び
か
け
て
、
多
く
の
場
所
で
植
え
て
い

た
だ
く
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。　今

回
、
中
学
生
議
会
に
参
加
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
大
仙
市
に
何
が
必
要
か

を
他
校
の
生
徒
、
市
議
会
の
方
々
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
貴
重

な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
未
来
の
大
仙
市
の
担
い

手
で
す
。
今
回
の
議
会
で
出
た
案
の

中
か
ら
、
自
分
た
ち
が
協
力
で
き
る

も
の
は
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
り
大
仙
市
に
興
味

を
も
ち
、
緑
豊
か
で
活
気
あ
ふ
れ
る

市
を
こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
よ
り
住
み
よ

　平成29年1月12日(木)に、3年ぶりとな
る第2回中学生議会が開催されました。
　未来を担う市内11校22名の代表者が
“議長や議員”となって、まちづくりや教
育行政など、生徒に身近なテーマについて
質問・提案を行い、最後に「笑顔と活気あ
ふれるまちづくり」に関する決議案の採決
を行い、可決されました。

第２回中学生議会を開催　～笑顔と活気あふれるまちづくりを目指し～

※主な質問内容と参加生徒の感想文を
　紹介します。（　     　の部分が感想文です。）
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平
和
中
学
校

大
曲
中
学
校

黒川梨々花さん

中沢宏保くん

小原貴之くん

柴田大和くん

　

　

大
曲
西
中
学
校

小松怜さん

三浦太陽くん

大
曲
南
中
学
校

佐々木愛香さん

最上純聖くん

中
仙
中
学
校

鈴木太陽くん

藤田愛心さん

真剣に意見や提案をする中学生議員

【
質
問
】若
者
定
着
に
向
け
た
市
の
取
組
を
、

若
者
に
届
け
る
方
法
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

【
企
画
部
長
】
本
市
の
知
名
度
向
上
を
目

的
と
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
地
域

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
作
成
し
て
い

く
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
通
じ
て
、

市
外
・
県
外
に
も
広
く
大
仙
市
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
で
「
大
仙
フ
ァ
ン
」

を
増
や
し
、
移
住
・
定
住
の
促
進
を
図
り

ま
す
。

　
三
年
に
一
度
の
貴
重
な
中
学
生
議

会
に
、
議
員
と
し
て
参
加
し
、
副
議

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
学

校
の
意
見
に
つ
い
て
、
市
長
さ
ん
や

市
当
局
の
方
々
と
話
合
い
が
で
き
た

と
い
う
こ
と
は
、
大
変
有
意
義
な
こ

と
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
議
会
の
間
、
各
中
学
校
の

代
表
全
員
が
集
中
し
て
い
ま
し
た
。

大
仙
市
の
こ
と
に
つ
い
て
本
気
で
考

え
て
い
る
こ
と
に
強
く
感
動
し
、
自

分
た
ち
も
も
っ
と
頑
張
っ
て
い
こ
う

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

【
質
問
】大
曲
ヒ
カ
リ
オ
を
若
者
が
活
用
し

や
す
い
工
夫
を
す
る
こ
と
で
、
駅
前
が
活

気
づ
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
企
画
部
長
】「
ヒ
カ
リ
オ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
イ
ベ

ン
ト
」
や
「
大
仙
市
秋
の
稔
り
フ
ェ
ア
」
な

ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
、
今
後
も
若
者

が
参
加
し
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
を
官
民
問
わ

ず
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
駅
前
の
賑
わ
い

創
出
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
中
学
生
議
会
で
は
と
て
も
貴
重
な

体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

実
際
の
議
会
と
同
じ
場
所
で
、
同
様

の
進
行
で
行
わ
れ
た
た
め
、
場
の
雰

囲
気
に
慣
れ
ず
緊
張
し
ま
し
た
が
、

そ
の
張
り
詰
め
た
緊
張
感
の
中
、
市

長
さ
ん
を
は
じ
め
、
市
当
局
の
方
々

が
私
た
ち
の
質
問
に
真
剣
に
答
弁
を

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
自
分
た
ち
の
住
む
大
仙
市
に
つ
い

て
、
多
く
の
中
学
生
や
議
会
関
係
の

方
々
と
意
見
を
交
流
で
き
た
こ
と
は
、

本
当
に
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

　

い
大
仙
市
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
質
問
】環
境
保
護
対
策
と
し
て
、
ゴ
ー
ヤ

を
利
用
し
た
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
な
ど
の
取
組
を
、
大
仙
市
一
斉
で

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
市
民
部
長
】
大
仙
市
一
斉
の
緑
の
カ
ー

テ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
は
、
各
家

庭
の
立
地
条
件
に
よ
っ
て
は
実
施
が
困

難
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
緑
の

カ
ー
テ
ン
の
ほ
か
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
広
報
等
で
紹
介
し
、
そ
の
中
か
ら

最
も
取
り
組
み
や
す
い
節
電
対
策
を
選

択
し
、
実
行
し
て
い
た
だ
く
手
法
が
よ

り
有
効
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
場
内
は
今
ま
で
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
緊
張
感
が
あ
り
、
背
筋

が
ピ
ン
と
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
の

一
言
に
対
す
る
責
任
は
重
く
、
大
仙

市
を
変
え
る
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と

も
知
り
ま
し
た
。

　
質
問
の
環
境
保
護
対
策
に
つ
い
て

は
、
市
有
地
を
活
用
し
た
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
発
電
事
業
や
緑
の
カ
ー
テ
ン
の

ほ
か
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
様
々
な
対
策
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
番
の
環
境

保
護
対
策
は
一
人
一
人
の
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
大
仙
市
の
対
策
に
も
中

学
生
と
し
て
積
極
的
に
協
力
し
て
い

き
た
い
で
す
。

【
質
問
】私
た
ち
中
学
生
が
正
式
メ
ン
バ
ー

と
し
て
活
動
で
き
る
、
中
学
生
参
加
型
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
育
成
を
検
討
し
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

【
健
康
福
祉
部
長
】皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
姿
勢

は
、
地
域
に
住
む
方
々
に
と
っ
て
は
、
と

て
も
心
強
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
先
生

方
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
関
わ
り
、

活
動
を
行
っ
て
い
く
の
か
、
皆
さ
ん
も
参

加
し
て
学
校
の
方
針
を
決
め
て
い
た
だ
い

た
上
で
、
市
と
し
て
で
き
る
限
り
の
支
援

を
検
討
し
ま
す
。

　

大
仙
市
中
学
生
議
会
に
中
仙
中
学

校
の
代
表
と
し
て
参
加
し
て
、
大
仙

市
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
深
く
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
会
で
提
案
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
ほ

か
の
学
校
か
ら
提
案
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
も
、
学
校
で
話
し
合
っ
て
い

き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
大
仙
市
が

活
性
化
す
る
よ
う
な
取
組
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
市
長
さ
ん
か
ら
「
未
来
の
大
仙
市

を
創
る
素
晴
ら
し
い
担
い
手
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
言
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
を

忘
れ
ず
、
今
後
、
生
徒
会
活
動
等
、

あ
ら
ゆ
る
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

【
質
問
】大
仙
市
の
花
「
コ
ス
モ
ス
」
を
活

用
し
た
緑
化
推
進
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。

【
農
林
部
長
】南
外
地
域
の
国
道
１
０
５
号

線
で
、
地
域
住
民
が
道
路
の
路
肩
部
分
に

１
・
３
㎞
に
渡
っ
て
コ
ス
モ
ス
を
植
え
、

ま
た
、
花
壇
や
休
耕
田
を
活
用
し
て
花
の

植
栽
を
し
て
い
る
市
内
１
３
９
組
織
の
う

ち
、
９
組
織
で
コ
ス
モ
ス
を
植
え
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
広
く
市
民
や
各
種
団
体
に

呼
び
か
け
て
、
多
く
の
場
所
で
植
え
て
い

た
だ
く
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。　今

回
、
中
学
生
議
会
に
参
加
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
大
仙
市
に
何
が
必
要
か

を
他
校
の
生
徒
、
市
議
会
の
方
々
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
貴
重

な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
未
来
の
大
仙
市
の
担
い

手
で
す
。
今
回
の
議
会
で
出
た
案
の

中
か
ら
、
自
分
た
ち
が
協
力
で
き
る

も
の
は
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
り
大
仙
市
に
興
味

を
も
ち
、
緑
豊
か
で
活
気
あ
ふ
れ
る

市
を
こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
よ
り
住
み
よ

　平成29年1月12日(木)に、3年ぶりとな
る第2回中学生議会が開催されました。
　未来を担う市内11校22名の代表者が
“議長や議員”となって、まちづくりや教
育行政など、生徒に身近なテーマについて
質問・提案を行い、最後に「笑顔と活気あ
ふれるまちづくり」に関する決議案の採決
を行い、可決されました。

第２回中学生議会を開催　～笑顔と活気あふれるまちづくりを目指し～

※主な質問内容と参加生徒の感想文を
　紹介します。（　     　の部分が感想文です。）
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仙
北
中
学
校

後藤波瑠くん

草彅夏輝さん

太
田
中
学
校

髙橋月乃さん

高貝ここあさん

西
仙
北
中
学
校

星宮大翔くん

堀江歩珠さん

　

　

豊
成
中
学
校

後松凛さん

高橋和久くん

協
和
中
学
校

茂木顕光くん

武藤隆晏くん

南
外
中
学
校

小松澪央くん

伊藤紗楽さん

　
三
年
に
一
度
の
中
学
生
議
会
に
参

加
で
き
た
こ
と
も
何
か
の
縁
だ
と
思

い
ま
す
。
大
仙
市
に
ま
た
戻
っ
て
来

た
い
と
思
え
る
よ
う
な
町
づ
く
り
に
、

私
た
ち
が
携
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
、

も
っ
と
活
発
な
大
仙
市
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

【
質
問
】一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
住
む
団

地
の
よ
う
な
施
設
を
つ
く
り
老
後
を
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
市
の
公
営
住
宅

を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
改
築
し
て
、
活
用
し

て
い
く
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

【
建
設
部
長
】市
に
は
高
齢
者
向
け
住
宅
が

３
団
地
68
戸
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
が
進
ん
で
い
な
い
公
営
住
宅

は
改
修
を
行
い
、
新
た
に
公
営
住
宅
を
建

設
す
る
場
合
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
高
齢
者
や
子
育
て
世
帯
、

若
者
世
帯
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
公
営
住
宅
を
目

指
し
ま
す
。

　
三
年
に
一
度
し
か
な
い
大
仙
市
中

学
生
議
会
に
参
加
で
き
た
こ
と
は
、

私
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
と
な

り
ま
し
た
。

　

　
今
回
の
体
験
を
通
し
て
、
自
分
の

発
言
に
責
任
を
も
ち
、
相
手
に
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を

改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
こ
れ
か
ら
の
学
校

生
活
や
社
会
に
出
て
か
ら
も
生
か
せ

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
大
仙
市
を
よ
り
よ
い
地
域
に
し
よ

う
と
多
く
の
方
が
様
々
な
こ
と
を
考

え
、
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
も
ち
、
私
た
ち
中
学

生
が
大
仙
市
の
一
員
と
し
て
何
が
で

き
る
か
、
何
を
す
べ
き
か
を
真
剣
に

考
え
、
今
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯

行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

【
質
問
】中
学
生
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
防
災

意
識
を
高
め
る
た
め
の
、
具
体
的
な
施
策

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
教
育
指
導
部
長
】「
避
難
所
開
設
訓
練
」

を
こ
れ
ま
で
４
中
学
校
で
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
平
成
35
年
ま
で
に
全
て
の
中
学
校

で
実
施
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
学
校
独

自
の
「
避
難
所
開
設
訓
練
」
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
訓
練
を
実
施
す
る

学
校
が
増
え
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
防

災
意
識
の
高
ま
り
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
今
回
、
大
仙
市
中
学
生
議
会
に
参

加
し
て
、
緊
迫
し
た
雰
囲
気
の
中
で

の
発
表
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
と
て

も
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
決
議
案
を
読
む
と
き
に
は
、
ほ
か

の
学
校
の
質
問
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

大
仙
市
が
よ
り
よ
い
方
向
に
向
か
っ

て
進
ん
で
い
く
よ
う
に
願
い
を
込
め

ま
し
た
。

  

今
回
の
中
学
生
議
会
は
、
い
つ
も

と
は
違
っ
た
視
点
か
ら
、
自
分
た
ち

が
住
む
地
域
を
見
直
す
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。

【
質
問
】多
く
の
人
が
歴
史
や
文
化
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
施
設
を
整
備
す

る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

【
生
涯
学
習
部
長
】
文
化
財
の
所
有
者
は

市
・
個
人
・
神
社
仏
閣
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

迷
わ
ず
に
行
け
る
よ
う
に
案
内
板
や
誘
導

標
識
の
整
備
が
必
要
で
す
の
で
、
計
画
的

に
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
文
化
財
は

地
域
の
宝
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と
学
習
の
柱

と
な
る
も
の
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
、

文
化
財
の
環
境
整
備
と
発
信
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　
今
回
の
中
学
生
議
会
で
は
、
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
私
た
ち
豊
成
中
学
校
の
質
問

は
「
大
仙
市
の
文
化
財
Ｐ
Ｒ
に
つ
い

て
」
で
す
。
今
あ
る
文
化
財
を
よ
り

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
見
学

者
が
増
え
る
よ
う
に
、
私
た
ち
な
り

に
考
え
た
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
住
む
豊
川
地
域
に
は
秋
田

県
唯
一
の
国
宝
が
あ
り
、
昨
年
四
月

に
は
縄
文
時
代
後
期
の
も
の
と
言
わ

れ
る
伝
次
郎
塚
遺
跡
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
町
で
Ｐ
Ｒ
で
き
る
こ
と

が
さ
ら
に
増
え
た
と
思
い
ま
す
。

き
ま
し
た
。

　
こ
の
中
学
生
議
会
を
通
し
て
、
自

分
た
ち
の
ま
ち
の
課
題
だ
け
で
な
く
、

良
さ
も
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

【
質
問
】
合
併
前
の
８
市
町
村
の
特
産
物

を
集
め
、
そ
の
全
て
を
生
か
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
レ
シ
ピ
を
若
者
た
ち
の
柔
軟
な
発
想

で
開
発
し
て
商
品
化
す
る
こ
と
を
提
案
し

ま
す
。

【
経
済
産
業
部
長
】現
在
市
内
で
は
、
中
学

生
・
高
校
生
に
よ
る
商
品
開
発
の
積
極
的

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域

の
特
産
物
を
使
っ
た
商
品
開
発
に
自
発
的

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
は
、
開
発

に
興
味
を
持
つ
若
者
の
増
加
と
開
発
力
の

底
上
げ
、
本
市
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　中
学
生
議
会
参
加
に
あ
た
り
、
質

問
内
容
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
る
た

め
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
じ
っ
く

り
閲
覧
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
市
長
さ

ん
を
は
じ
め
市
議
会
議
員
の
方
々
が

中
心
と
な
り
、
住
み
よ
い
街
づ
く
り

の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
大
人
と
の
真
剣
な
や
り
と
り
は
緊

張
し
ま
し
た
が
、
市
民
の
一
員
と
し

て
中
学
生
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

【
質
問
】西
仙
北
地
域
に
設
置
さ
れ
る
大
仙

市
公
文
書
館
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
資
料
の
項

目
に
「
学
校
」
を
入
れ
る
こ
と
を
提
案
し

ま
す
。

【
総
務
部
長
】学
校
資
料
は
、
地
域
社
会
の

貴
重
な
歴
史
資
料
と
な
る
も
の
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
大
仙
市
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
に
お
け
る
「
学
校
」
に
関
す
る
資
料

に
つ
い
て
も
保
存
・
公
開
が
で
き
る
よ
う
、

今
後
関
係
機
関
と
連
携
し
、
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　今
回
私
た
ち
は
、
急
き
ょ
代
役
と

し
て
中
学
生
議
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

議
長
と
い
う
立
場
で
の
参
加
で
、
最

初
は
と
て
も
不
安
で
し
た
が
、
周
り

の
方
々
か
ら
た
く
さ
ん
の
励
ま
し
の

言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
、
そ
し
て
楽
し
み
な
が
ら
議

会
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

  

議
会
で
は
来
年
度
オ
ー
プ
ン
す
る

「
大
仙
市
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。
旧
双
葉
小
が
活

用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
大
変
興

味
が
あ
り
ま
し
た
。
質
問
に
対
し
て
、

市
長
さ
ん
や
総
務
部
長
さ
ん
か
ら
回

答
し
て
い
た
だ
き
、
う
れ
し
く
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
各
中
学
校
の
質
問

か
ら
、
大
仙
市
の
現
状
や
課
題
、
そ

の
解
決
策
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で

き
、
自
分
た
ち
も
こ
の
大
仙
市
を

も
っ
と
よ
く
し
て
い
き
た
い
と
強
く

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

  

議
長
と
い
う
役
割
を
大
き
な
ミ
ス

す
る
こ
と
な
く
無
事
務
め
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
経
験
が
で
き
て
、

本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

【
質
問
】大
曲
の
花
火
会
場
か
ら
比
較
的
近

い
旧
池
田
氏
庭
園
や
払
田
の
柵
な
ど
を
有

効
活
用
し
、
１
年
を
通
し
て
観
光
客
に
来

て
い
た
だ
け
る
花
火
パ
ー
ク
の
整
備
を
提

案
し
ま
す
。

【
健
康
福
祉
部
長
】花
火
と
文
化
財
を
関
連

さ
せ
る
と
こ
ろ
に
目
を
向
け
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
ご
提
案
の
花
火

パ
ー
ク
の
構
想
で
す
が
、
必
要
性
に
つ
い

て
は
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
の
で
、
今
後

の
大
仙
市
の
計
画
に
活
か
し
て
い
け
る
よ

う
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　初
め
て
中
学
生
議
会
に
参
加
し
、

大
仙
市
に
直
接
意
見
や
質
問
で
き
る

と
い
う
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
ほ
か
の
中
学
校
の
提
案
を
聞
い
て

い
る
と
、
課
題
を
解
消
す
る
た
め
に

新
し
い
設
備
や
企
画
を
用
意
す
る
と

い
う
も
の
の
ほ
か
に
、
今
あ
る
も
の

を
も
っ
と
有
効
に
活
用
す
る
と
い
う

発
想
の
も
の
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
問
題
を
解
決
す
る

方
法
は
、
新
し
い
も
の
を
つ
く
っ
て

対
応
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
い
の
だ

と
、
新
た
な
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
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仙
北
中
学
校

後藤波瑠くん

草彅夏輝さん

太
田
中
学
校

髙橋月乃さん

高貝ここあさん

西
仙
北
中
学
校

星宮大翔くん

堀江歩珠さん

　

　

豊
成
中
学
校

後松凛さん

高橋和久くん

協
和
中
学
校

茂木顕光くん

武藤隆晏くん

南
外
中
学
校

小松澪央くん

伊藤紗楽さん

　
三
年
に
一
度
の
中
学
生
議
会
に
参

加
で
き
た
こ
と
も
何
か
の
縁
だ
と
思

い
ま
す
。
大
仙
市
に
ま
た
戻
っ
て
来

た
い
と
思
え
る
よ
う
な
町
づ
く
り
に
、

私
た
ち
が
携
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
、

も
っ
と
活
発
な
大
仙
市
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

【
質
問
】一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
住
む
団

地
の
よ
う
な
施
設
を
つ
く
り
老
後
を
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
市
の
公
営
住
宅

を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
改
築
し
て
、
活
用
し

て
い
く
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

【
建
設
部
長
】市
に
は
高
齢
者
向
け
住
宅
が

３
団
地
68
戸
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
が
進
ん
で
い
な
い
公
営
住
宅

は
改
修
を
行
い
、
新
た
に
公
営
住
宅
を
建

設
す
る
場
合
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
高
齢
者
や
子
育
て
世
帯
、

若
者
世
帯
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
公
営
住
宅
を
目

指
し
ま
す
。

　
三
年
に
一
度
し
か
な
い
大
仙
市
中

学
生
議
会
に
参
加
で
き
た
こ
と
は
、

私
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
と
な

り
ま
し
た
。

　

　
今
回
の
体
験
を
通
し
て
、
自
分
の

発
言
に
責
任
を
も
ち
、
相
手
に
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を

改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
こ
れ
か
ら
の
学
校

生
活
や
社
会
に
出
て
か
ら
も
生
か
せ

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
大
仙
市
を
よ
り
よ
い
地
域
に
し
よ

う
と
多
く
の
方
が
様
々
な
こ
と
を
考

え
、
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
も
ち
、
私
た
ち
中
学

生
が
大
仙
市
の
一
員
と
し
て
何
が
で

き
る
か
、
何
を
す
べ
き
か
を
真
剣
に

考
え
、
今
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯

行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

【
質
問
】中
学
生
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
防
災

意
識
を
高
め
る
た
め
の
、
具
体
的
な
施
策

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
教
育
指
導
部
長
】「
避
難
所
開
設
訓
練
」

を
こ
れ
ま
で
４
中
学
校
で
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
平
成
35
年
ま
で
に
全
て
の
中
学
校

で
実
施
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
学
校
独

自
の
「
避
難
所
開
設
訓
練
」
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
訓
練
を
実
施
す
る

学
校
が
増
え
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
防

災
意
識
の
高
ま
り
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
今
回
、
大
仙
市
中
学
生
議
会
に
参

加
し
て
、
緊
迫
し
た
雰
囲
気
の
中
で

の
発
表
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
と
て

も
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
決
議
案
を
読
む
と
き
に
は
、
ほ
か

の
学
校
の
質
問
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

大
仙
市
が
よ
り
よ
い
方
向
に
向
か
っ

て
進
ん
で
い
く
よ
う
に
願
い
を
込
め

ま
し
た
。

  

今
回
の
中
学
生
議
会
は
、
い
つ
も

と
は
違
っ
た
視
点
か
ら
、
自
分
た
ち

が
住
む
地
域
を
見
直
す
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。

【
質
問
】多
く
の
人
が
歴
史
や
文
化
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
施
設
を
整
備
す

る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

【
生
涯
学
習
部
長
】
文
化
財
の
所
有
者
は

市
・
個
人
・
神
社
仏
閣
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

迷
わ
ず
に
行
け
る
よ
う
に
案
内
板
や
誘
導

標
識
の
整
備
が
必
要
で
す
の
で
、
計
画
的

に
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
文
化
財
は

地
域
の
宝
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と
学
習
の
柱

と
な
る
も
の
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
、

文
化
財
の
環
境
整
備
と
発
信
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　
今
回
の
中
学
生
議
会
で
は
、
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
私
た
ち
豊
成
中
学
校
の
質
問

は
「
大
仙
市
の
文
化
財
Ｐ
Ｒ
に
つ
い

て
」
で
す
。
今
あ
る
文
化
財
を
よ
り

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
見
学

者
が
増
え
る
よ
う
に
、
私
た
ち
な
り

に
考
え
た
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
住
む
豊
川
地
域
に
は
秋
田

県
唯
一
の
国
宝
が
あ
り
、
昨
年
四
月

に
は
縄
文
時
代
後
期
の
も
の
と
言
わ

れ
る
伝
次
郎
塚
遺
跡
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
町
で
Ｐ
Ｒ
で
き
る
こ
と

が
さ
ら
に
増
え
た
と
思
い
ま
す
。

き
ま
し
た
。

　
こ
の
中
学
生
議
会
を
通
し
て
、
自

分
た
ち
の
ま
ち
の
課
題
だ
け
で
な
く
、

良
さ
も
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

【
質
問
】
合
併
前
の
８
市
町
村
の
特
産
物

を
集
め
、
そ
の
全
て
を
生
か
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
レ
シ
ピ
を
若
者
た
ち
の
柔
軟
な
発
想

で
開
発
し
て
商
品
化
す
る
こ
と
を
提
案
し

ま
す
。

【
経
済
産
業
部
長
】現
在
市
内
で
は
、
中
学

生
・
高
校
生
に
よ
る
商
品
開
発
の
積
極
的

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域

の
特
産
物
を
使
っ
た
商
品
開
発
に
自
発
的

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
は
、
開
発

に
興
味
を
持
つ
若
者
の
増
加
と
開
発
力
の

底
上
げ
、
本
市
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　中
学
生
議
会
参
加
に
あ
た
り
、
質

問
内
容
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
る
た

め
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
じ
っ
く

り
閲
覧
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
市
長
さ

ん
を
は
じ
め
市
議
会
議
員
の
方
々
が

中
心
と
な
り
、
住
み
よ
い
街
づ
く
り

の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
大
人
と
の
真
剣
な
や
り
と
り
は
緊

張
し
ま
し
た
が
、
市
民
の
一
員
と
し

て
中
学
生
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

【
質
問
】西
仙
北
地
域
に
設
置
さ
れ
る
大
仙

市
公
文
書
館
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
資
料
の
項

目
に
「
学
校
」
を
入
れ
る
こ
と
を
提
案
し

ま
す
。

【
総
務
部
長
】学
校
資
料
は
、
地
域
社
会
の

貴
重
な
歴
史
資
料
と
な
る
も
の
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
大
仙
市
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
に
お
け
る
「
学
校
」
に
関
す
る
資
料

に
つ
い
て
も
保
存
・
公
開
が
で
き
る
よ
う
、

今
後
関
係
機
関
と
連
携
し
、
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　今
回
私
た
ち
は
、
急
き
ょ
代
役
と

し
て
中
学
生
議
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

議
長
と
い
う
立
場
で
の
参
加
で
、
最

初
は
と
て
も
不
安
で
し
た
が
、
周
り

の
方
々
か
ら
た
く
さ
ん
の
励
ま
し
の

言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
、
そ
し
て
楽
し
み
な
が
ら
議

会
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

  

議
会
で
は
来
年
度
オ
ー
プ
ン
す
る

「
大
仙
市
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。
旧
双
葉
小
が
活

用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
大
変
興

味
が
あ
り
ま
し
た
。
質
問
に
対
し
て
、

市
長
さ
ん
や
総
務
部
長
さ
ん
か
ら
回

答
し
て
い
た
だ
き
、
う
れ
し
く
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
各
中
学
校
の
質
問

か
ら
、
大
仙
市
の
現
状
や
課
題
、
そ

の
解
決
策
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で

き
、
自
分
た
ち
も
こ
の
大
仙
市
を

も
っ
と
よ
く
し
て
い
き
た
い
と
強
く

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

  

議
長
と
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う
役
割
を
大
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な
ミ
ス

す
る
こ
と
な
く
無
事
務
め
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
経
験
が
で
き
て
、

本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

【
質
問
】大
曲
の
花
火
会
場
か
ら
比
較
的
近

い
旧
池
田
氏
庭
園
や
払
田
の
柵
な
ど
を
有

効
活
用
し
、
１
年
を
通
し
て
観
光
客
に
来

て
い
た
だ
け
る
花
火
パ
ー
ク
の
整
備
を
提

案
し
ま
す
。

【
健
康
福
祉
部
長
】花
火
と
文
化
財
を
関
連

さ
せ
る
と
こ
ろ
に
目
を
向
け
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
ご
提
案
の
花
火

パ
ー
ク
の
構
想
で
す
が
、
必
要
性
に
つ
い

て
は
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
の
で
、
今
後

の
大
仙
市
の
計
画
に
活
か
し
て
い
け
る
よ

う
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　初
め
て
中
学
生
議
会
に
参
加
し
、

大
仙
市
に
直
接
意
見
や
質
問
で
き
る

と
い
う
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
ほ
か
の
中
学
校
の
提
案
を
聞
い
て

い
る
と
、
課
題
を
解
消
す
る
た
め
に

新
し
い
設
備
や
企
画
を
用
意
す
る
と

い
う
も
の
の
ほ
か
に
、
今
あ
る
も
の

を
も
っ
と
有
効
に
活
用
す
る
と
い
う

発
想
の
も
の
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
問
題
を
解
決
す
る

方
法
は
、
新
し
い
も
の
を
つ
く
っ
て

対
応
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
い
の
だ

と
、
新
た
な
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を
得
る
こ
と
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大仙市の歴史巡り（大曲地域）

羽州街道と戊辰戦争
　羽州街道は、江戸時代に秋田藩が参勤交代で通行した街道で
す。大曲の市街地の羽州街道は、殿様の宿泊された本陣を中心に
南側と北側に鍵字に曲がったところがあります。これは本陣を防
御するためで、曲がった地点は現在の小池種苗店の角とタカヤナ
ギ・グランマート中通店の角になります。
　慶応4年（明治元年）8月から9月まで角館、大曲、神岡、刈和
野は戊辰戦争の戦場でした。あの会津の鶴ヶ城の戦闘と同じ時期
に重なります。8月13日から角間川、追分、花館で激しい戦闘が
あり、花館では夜戦のため、長福寺を焼失しております。
　奧羽越列藩同盟軍(庄内藩、仙台藩が主力)は総勢2,000人で大川
寺に本営を構え、新政府軍(薩摩藩、秋田藩が主力)は軍勢3,800人
で神宮寺を本営とし、両軍は玉川の岸で対峙しました。その後、
庄内藩の兵備が優れていたこともあってか、新政府軍は退却を続
け、神宮寺、刈和野、境、淀川と9月14日まで羽州街道を転戦し
ております。
　両軍は仙北の農民から食料を徴用し、農民は農兵(主に運搬作
業など)として駆り出され、仙北の農民は大変に疲弊したと当時
の記録に残っております。

 （石塚　柏  記）

　観
桜
会
の
後
に
は
、
本
格
的
な
農
繁

期
が
訪
れ
ま
す
。
農
家
の
１
年
の
始
ま

り
で
す
。

　新
年
度
ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
新
し
い

知
事
、
大
仙
市
長
、
補
欠
選
挙
で
２
人

の
議
員
が
決
ま
り
、
４
月
19
日
に
は

老
松
新
市
長
に
よ
る
臨
時
議
会
が
開
か

れ
、
諸
議
案
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　先
般
は
、
日
本
で
は
滋
賀
県
大
津
市

以
来
二
度
目
と
な
る
、
第
16
回
国
際
花

火
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
本
市
を
会
場
に
、

世
界
30
カ
国
か
ら
の
参
加
の
下
、
４
月

24
日
〜
29
日
ま
で
の
６
日
間
の
日
程
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
し
て
７
月
15
日
〜
17
日
ま
で
の
３

日
間
、
初
め
て
の
全
国
５
０
０
歳
野
球

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
「
親
父
た
ち
の

甲
子
園
」
の
合
い
言
葉
で
、
全
国
各
地
か

ら
出
場
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　ま
た
、
本
年
も
６
月
26
日
〜
30
日
ま

で
の
日
程
で
、
各
地
域
を
訪
問
さ
せ
て

い
た
だ
く
市
政
懇
談
会
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
大
山
利
吉

　記
）

市政懇談会のお知らせ

開催日 場　　　所 時　　間

市政懇談会を開催します

【お問い合わせ】
　議会事務局
 ℡ 63-1111（内線303）

市民の皆さまと自由に意見交換する市政懇談会を、次の日程で開催します。
皆さまのご参加をお待ちしています。

※日程については変更になる場合があります。変更についてはチラシ等でお知らせします。

昨年開催された市政懇談会

　　　　　　　　　（中仙地域）

南外コミュニティセンター(南外字下袋218) 
はぴねす大仙(幸町2-70)
大川西根公民館(大曲西根字小館10)
藤木公民館(藤木字乙本藤木8)
神岡福祉センター(神宮寺字蓮沼17)
中仙農村環境改善センター(北長野字茶畑141)
西仙北支所(刈和野字本町5)
協和支所(協和境字野田4)
太田文化プラザ(太田町太田字新田田尻3-4) 
仙北支所(高梨字田茂木10)

6月26日(月)

6月27日(火)

6月28日(水)

6月29日(木)

6月30日(金)

午前10時～
午後1時30分～
午前10時～
午後1時30分～
午前10時～
午後1時30分～
午前10時～
午後1時30分～
午前10時～
午後1時30分～


